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　～8県がら約90名が参辮一〉P13
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おめでた（出生）

詩ちゃん 小野塚雅志・幸代さん

　　　（上籔池・峯段）

おくやみ（死亡〉

佐藤作太郎さん　87歳　天水越（登1⑳

竹内　リフさん　90歳湯之島（峰〉

＊i2月Mヨから王2月3鷲遷までの旙出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届出の時

　に窓欝に』お話くださいゆ

郵◎謬麟
　　　　　王2肩3玉鷺現在

総人1コ　3，039人（一2）
　　男　　三，482ノ＼　（一IL〉

　　女　三，557人（一！）

欝帯数　王，097声（一1〉

　　　　（　1内は醗月との此較

　町民憲章　昭鱗7朧
わたしたちは松之1．麦1時民です。郷慮を愛し、

みんなでよりよい瞬づくりをしよう。

跨民の合議葉

　　i、奨しい縁と璽の中で
　　　　　　　　心豊かな人になろう
圭、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　連捧の心をもとう
王、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　翻造のカを窩めよう

温泉定傭日

温烈2ン9一 翠の潟

重自 8・16・22・29
冬期闘鎖中肇

2目 5・12・19・26

【お詫びと欝正ユ

捻月弩で潟泉センターの等月林露臼をゼ毎週木曜鷺」と鶏鐵しま

したが、上記のとおり訂疋します，ご迷惑をおかけしました。
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　　　　あけましておめでとうござい康す。縁鰯〆雛に邉

　　　われながら二1禰麟の縣藩を避えました誰曇樋糊り上
がり壷縄ては、こうしたら瑛かった、ああすれば畏かったの繰り

燃しです．　でも反霧って進拳している縦髄じゃないか……と

思いつつ、今年もがんば善）ます。　　　　　　　　　　越嵯）

趨ひっ翫難鱒謎総膨醗1

修妙9爵》臣⑪暑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊違田傑奮勝

㎜
麟
曜
叢

わたし¢な獄φちゃれがひっしホに

シやポ）玉翰こる亡2ろ

　
　
ラ
ん
宅
さ
俊

魯
海
営
讐
囎
図
闘
圏

　
　
山
　
　
　
　
　
、

橋
之
　
お
に
ご
つ
こ

高
松
み
ん
な
で

　
　
（
　
や
る
ん
だ
よ
．

　　　り　き
福原墾沙さん
（小谷・子蜷）

，驚欝灘
～　　　　　　　　髪　　　　　　　　豫

　　　き
　　』職繋撫
　　　懸義禽教

eし、〔2ちゃれぐ：わたしガ

し、っし嵐にされ1ましこし、る（じ2ろ

（オータケ理谷館、松之山〉稔月24日撮影

　　　　　　録　　　　　　　　　　耀
　　　　　　緋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂

　　＝紫　　　一　　　　　　　　　獺＝　　騨　　　　　　　　　　　8　　　　齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　欝町村禽併のこと、編祉や医療のことなど何でも結構で

す。捻月簿に綴O込んである用紙を使ってお出しください。

折りたたむと簡易麺筒になり、切手は不要です。
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禽轡饗声とへ爽叛

、講6、神

　
時
内
で
も
澱
璽
紅
な
っ
た
こ
の
風
景
．
家
嫉
の
営
み
を
蓑
上
か
．
棲
児
つ
め

て
き
た
す
す
だ
ら
け
の
へ
だ
な
に
、
そ
の
家
の
歴
史
が
麺
ま
れ
て
い
る
．

　
写
糞
は
五
十
子
単
一
小
壌
さ
ん
の
お
宅
。
お
き
が
飛
び
散
る
の
で
ス
ト
…
，

ブ
を
置
い
た
が
、
煙
農
は
つ
け
な
い
、
煙
は
茅
藻
き
屡
根
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
と
露
う
涌
井
憾
一
さ
ん
．
先
組
が
作
っ
て
く
れ
た
、
へ
だ
な
の

太
い
縄
を
し
み
じ
み
と
見
つ
め
て
お
ら
れ
た
。

休日の変翼で集落ごとにまちまちになってしまった小記1三月行纂。

湯由災落では今でも欝1三1に輿施していますが、みんなが参擁で

きるようにと夕方からに変慶しました。この聡は吹耀混じりの寒

い欝でしたが、多くの雛落幾が参加し・㌧凸年の無纂を祈りました。

3

織

饗鋳齢亀1
小感月の餅つ嚢の時に金わせ、若木迎えの鷺に迎え

た嶽紅葉やダンゴノ本の枝に、梅の花や稀穂に箆立て

た餅をぶら下げて神棚などに簸り付けるもので、今で

はやる家もめっきり減ってしまいました。

写、嚢は磁斐気：上さんのおば凌）さんが作った花餅飾り。

f隣近醗でも、こんなことするのはおらどこだけんなっ

たんがの一琴と笈っておられた。

　
か
つ
て
冬
の
生
活
に
欠
か
せ
な
・

ら
総
黒
も
、
親
登
の
生
濡
で
利
期
，

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
そ
の
簗

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

　
写
輿
は
上
蝦
池
U
天
窟
さ
ん
の

か
ら
や
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
あ

な
腕
繭
鴫
＼
鍛
近
は
そ
の
技
を
習

人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
．
こ
の
霞

お
弟
子
さ
ん
に
教
え
な
が
ら
、
噂
冬

く
り
し
て
い
る
暇
が
な
い
漏
と
、

う
に
語
す
小
野
塚
サ
イ
さ
ん
（
等
商
棋

■
曝
騰
轍
聾
「
　
　
　
懸
麟

わへ細駕

蕃象簸懐
　
薫
月
H
瞬
か
ら
掻
欝
の
間
に
、

新
鶴
初
め
て
慮
に
入
り
雑
木
の

着
木
と
紅
葉
、
ダ
ン
．
コ
ノ
木
の

枝
を
持
ち
帰
り
地
炉
で
燃
や
す
．

こ
れ
に
あ
た
る
と
欝
返
紛
・
、
王

年
闘
丈
夫
で
い
ら
れ
る
と
い
う
。

松
建
集
落
と
「
森
の
学
校
恥
キ
叢

環
欝
で
は
久
し
く
途
絶
え
て
い

た
こ
の
伝
統
文
化
を
、
町
内
は

も
と
よ
り
醗
を
訪
れ
る
人
達
に

も
広
く
知
つ
て
も
ら
う
こ
と
を

願
い
、
／
月
慧
羅
（
磁
）
に
醐
東

方
藤
か
ら
の
来
館
煮
2
0
名
余
り

と
共
に
復
活
の
｝
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
．
．
4
班
に
分
か
れ
て

須
出
に
入
り
、
供
物
と
灯
を
出

の
神
に
捧
げ
著
木
を
い
た
だ
き

ま
し
た
．
残
念
な
が
ら
鑓
癖
嚢

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

持
ち
帰
っ
た
著
塞
を
焚
い
て
あ

た
り
無
病
患
災
を
祈
り
ま
し
た
．

灘

『
、
く
＼
油
恥醸

むこ殿げは麟，天水越で観簿様の祭りにあたる／恥蹴

に行っていたσ）が嬌蒙りで、現窪では湯本と共に”駐5巨三1

に実施している欝祭の一つ．全覆的に有名になった湯奉薬

師堂のむこ援げには今年も大勢の観客が集まり、鷲い衆に

撫ぎあげられた3入の婿は嫁さんの待つふもとめがけて思

いっき1つ放り慮さ才ミ、ました。

　　rむこ投げご）　嫁さんあっての　澱だるま．1

へ
・
二

F
新纂腕拠

　豪雲の地松之山に、槙ましくもたくましく生

きてきた先人達。霞然を崇め、頂いた恵みに感謝

する生活の中から生まれた文化やしきたりは、

この地の人々に脈々と伝えられてきました。

今月弩は雪季1月の風暴を追ってみました。

菊池さんご夫婦（i新潟布）

永野さんこ夫婦（浦照）

町
驚
糧
げ

高橋さんご夫婦（湯山）
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今
年
も
．
自
分
で
．

為
歳
．
長
谷
鑓
哀
子
。

露

顯

　　15年分一所得税
　　　　　　　　　　　　』　－　’う

£月懲嚇目（月）から

　　　　3月驚5目（月）まで

鰯灘鰯騒

襲糎ぬ一解一卯曲スh斌岬瀦脚．“嚇轍織鵜醗畷・耀衡制

　篶隼分の確定申告が始まります．準備は進んでいますでしょうか？

　所得税は、自分の所得状溌を一番知っている皆さん自身が、税

法に従って自分の所得と税額を謙算し、期限内に申憲・納税する

というギ申省納税翻度」を採絹しています。確定串吉はご自分で

正しく作成し、攣めの提出を心がけましょう。

漸
得
税
の
確
窟
牽
籍

懸
次
に
該
当
す
る
方
は
確
定
車
告
が
必
要
な
人
で
す
。

①
事
薬
や
不
動
産
収
入
・
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
人

　
で
、
平
成
焉
俸
中
の
所
得
金
額
が
各
種
漸
得
擦
除

　
（
例
え
ば
挟
養
挫
除
な
ど
）
の
合
謝
額
を
超
え
る

　
と
き
。
【
税
額
が
出
る
場
合
で
す
】

②
給
与
の
収
入
が
二
千
万
鍔
を
趨
え
る
と
き
．

③
給
与
や
退
職
所
得
以
外
に
、
二
十
万
需
を
超
え
る

　
所
得
（
佛
え
ば
農
業
所
得
な
ど
）
が
あ
る
と
き
。

④
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
場
合
．

饗
収
支
内
駅
書
が
必
要
で
す
。

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
を
串
告
す
る
場
合
は
、

そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載

し
た
門
収
支
内
訳
書
」
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

猶
次
に
該
当
す
る
人
が
確
定
申
宕
す
る
と
、
す
で
に

納
め
た
税
金
の
“
“
部
ま
た
は
全
部
が
漢
っ
て
き
ま
す
、

①
住
宅
を
ロ
…
ン
な
ど
の
惜
入
金
を
利
爾
し
て
取
得

　
し
た
人
。

②
多
額
の
医
療
費
（
自
己
負
担
分
）
を
支
払
っ
た
人
．

　
◇
所
得
金
額
が
二
菖
万
思
未
満
の
場
合
は
そ
の
額

　
　
の
5
％
を
超
え
た
分
。

　
◇
駈
得
金
額
が
二
菖
万
円
以
上
の
場
倉
は
鐙
万
円

　
を
超
え
た
分
。

③
年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後
再
就
職
し
て
い
な

　
い
人
。

④
災
審
や
盗
難
に
あ
っ
た
人
。

⑤
出
稼
ぎ
な
ど
で
、
勤
務
先
の
給
料
か
ら
断
得
税
を

　
納
め
て
い
る
場
合
。
（
偬
に
所
得
が
多
く
あ
る
場

　
合
は
炭
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
）

鐘
罵
税
欝
桑
鷺
税
あ
串
籍

　
☆
確
定
申
皆
さ
れ
た
方
は
省
略
さ
れ
ま
す
。

臓
住
甕
税
は
、
あ
な
た
が
住
ん
で
い
る
累
や
町
に
薄

し
て
納
め
る
税
金
で
す
。
今
園
串
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
次
の
人
で
す
。

　
1
月
王
鑓
現
往
で
松
之
山
町
に
往
所
が
あ
る
人
で
、

平
成
掲
年
申
に
伺
ら
か
の
所
得
が
あ
っ
た
人
が
紺
象

で
す
。
申
皆
が
必
要
な
方
に
は
集
落
の
総
代
を
通
じ

て
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
指
定
の
会
場
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

4

役
場
が
行
う

　
　
　
　
税
務
相
談
の
欝
程

●
所
醤
税
の
確
定
申
告
と
還
付
申
告

会時期

臼
“
2
月
賂
銭
（
月
）
か
ら

間
”
午
筋
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

場
”
松
之
山
町
役
場
2
階

　
　
※
役
場
か
ら
の
案
内
に
よ
り
お
出
か

　
　
　
け
く
だ
さ
い
。

●
住
属
税
（
晦
・
察
民
税
）
の
申
告
相
談

　
　
3
月
3
臼
頃
か
ら
、
各
地
区
、
こ
と
に
会
場
を

　
設
け
て
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
税
務
係
か

　
ら
の
β
程
蓑
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

霧
議
総
難
幾
　
叢
、
顯
税
務
灘
鐵
繭
、

　　　齢

　　脳

灘
雛
・

瀕
高
鐙
税
務
駈
管
内
で
は
、
種
税
教
麿
の
一

曝
と
し
て
毎
隼
税
に
関
す
る
標
認
と
作
文
の

コ
ン
ク
…
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
報
で
は

今
奪
も
確
定
申
奮
の
こ
の
蒔
期
に
合
わ
せ
、

松
之
山
中
学
校
生
徒
の
作
贔
の
中
か
ら
、
標

語
と
作
文
を
㎜
つ
ず
つ
揚
載
し
ま
し
た
。
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◆わからない事があったらまず役揚の握当にお闘き下さい。
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作
文
の
部

【
高
磁
地
区
納
税
貯
蓄
組
含
連
禽
会
長
奨
励
賞
】

鷺
税
金
驚
棄
差
巻
團
蒸
㊨
恭
薬
』

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
中
学
校
3
隼
本
山
志
織
さ
ん

　
三
年
盗
に
な
り
間
も
な
く
し
た
碩
、
祇
会
の
聴
聞
に
「
少

子
蔑
齢
化
』
と
い
う
露
葉
を
習
い
ま
し
た
。
薦
齢
化
が
急

速
に
進
み
、
理
筏
6
5
歳
以
上
に
お
年
寄
り
工
人
を
4
人
で

支
え
て
い
る
状
懇
か
ら
、
私
た
ち
が
大
人
に
な
り
働
く
畷

に
は
、
な
ん
と
1
人
を
鴬
人
で
支
え
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ

ん
。
働
く
こ
と
の
大
変
さ
を
ま
だ
理
解
し
切
れ
て
い
な
い

私
で
す
が
、
そ
れ
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
少
子
腐
齢
化
の
挽
会
を
支
え
て
い
く
の
が
税
金
で

す
。
今
ま
で
「
税
金
漏
と
闘
く
と
、
「
欄
人
の
負
捉
が
増

え
て
囲
る
幅
「
お
金
が
も
っ
た
い
な
い
』
と
思
っ
て
い
豪

し
た
。
し
か
し
税
金
が
な
け
れ
ば
、
今
の
よ
う
な
類
本
の

暮
ら
し
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
学
校
や
公
粟
施
設
は
税
金
で
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
．
そ
れ
は
鹸
か
ら
無
っ
て
い
ま
し
た
が
、
税
金
が
な

け
れ
ぱ
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
人
も
、
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
を

行
う
人
も
い
な
い
と
い
う
事
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
一
露
に
「
税
金
」
と
い
っ
て
も
、
麟
に
納
め
る
税

県
に
納
め
る
税
、
市
町
栂
に
納
め
る
税
と
、
本
蚤
に
た
く

さ
ん
の
種
類
が
あ
る
こ
と
を
簿
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
暮

ら
し
は
、
税
金
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

　
黛
本
は
境
樫
、
今
ま
で
に
例
の
な
い
皐
さ
で
腐
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
編
祉
な
ど
の
サ
…
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
税
金
が
必
要
に
な
り
ま

す
，
腐
齢
化
が
進
む
と
い
う
事
は
、
鰯
人
の
負
撞
が
増
え

る
と
い
う
事
で
す
。
初
め
は
負
撞
が
増
え
る
事
に
炭
鮒
で

し
た
が
、
今
で
は
賛
成
で
す
．
今
で
も
橿
祉
の
サ
ー
ビ
ス

が
完
漿
に
で
き
て
い
る
状
態
で
は
な
い
の
に
、
数
年
先
に

追
っ
て
い
る
祇
会
の
姿
を
考
え
る
と
、
個
人
の
負
担
が
増

え
る
事
は
仕
方
の
な
い
事
で
す
。
入
生
の
大
先
輩
で
あ
る

お
年
寄
り
の
方
に
、
充
実
し
た
禰
祉
サ
…
ビ
ス
で
、
充
実

し
た
生
括
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

し
か
し
露
本
で
は
、
税
金
を
払
わ
な
い
人
が
最
近
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
、
そ
う
で
は
な
く
、
國
幾
全
員
が
税

金
の
事
を
理
解
し
、
み
ん
な
で
支
え
禽
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
弧
生
・
省
墳
の
時
代
か
ら
の
古
い
歴
史

を
持
つ
「
税
し
を
、
2
1
徴
紀
を
迎
え
た
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
の
手
で
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
働
く
よ
う
に
な
る
頃
、
鷺
本

は
ど
の
よ
う
な
歓
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
視

父
琢
や
父
母
達
が
受
け
継
い
で
き
た
社
会
翻
度
を
理
解
し
、

大
切
に
し
て
い
く
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
繍鞄

議雛叢叢

鰍醜観翻ゼ
税務署で1押舗間物2月221

昆鍔鯉懇欝灘暴
講じ欝ので・どうして騨8『
都合のつかない方はご利薦ください。1
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．
長
谷
鑓
哀
子
。

露

顯

　　15年分一所得税
　　　　　　　　　　　　』　－　’う

£月懲嚇目（月）から

　　　　3月驚5目（月）まで

鰯灘鰯騒

襲糎ぬ一解一卯曲スh斌岬瀦脚．“嚇轍織鵜醗畷・耀衡制

　篶隼分の確定申告が始まります．準備は進んでいますでしょうか？

　所得税は、自分の所得状溌を一番知っている皆さん自身が、税

法に従って自分の所得と税額を謙算し、期限内に申憲・納税する

というギ申省納税翻度」を採絹しています。確定串吉はご自分で

正しく作成し、攣めの提出を心がけましょう。

漸
得
税
の
確
窟
牽
籍

懸
次
に
該
当
す
る
方
は
確
定
車
告
が
必
要
な
人
で
す
。

①
事
薬
や
不
動
産
収
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収
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収
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収
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猶
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①
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②
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．
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。
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た
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。

⑤
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現
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に
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が
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申
に
伺
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か
の
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が
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た
人
が
紺
象

で
す
。
申
皆
が
必
要
な
方
に
は
集
落
の
総
代
を
通
じ

て
案
内
を
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し
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げ
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す
の
で
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指
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の
会
場
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

4

役
場
が
行
う

　
　
　
　
税
務
相
談
の
欝
程

●
所
醤
税
の
確
定
申
告
と
還
付
申
告

会時期

臼
“
2
月
賂
銭
（
月
）
か
ら

間
”
午
筋
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

場
”
松
之
山
町
役
場
2
階

　
　
※
役
場
か
ら
の
案
内
に
よ
り
お
出
か

　
　
　
け
く
だ
さ
い
。

●
住
属
税
（
晦
・
察
民
税
）
の
申
告
相
談

　
　
3
月
3
臼
頃
か
ら
、
各
地
区
、
こ
と
に
会
場
を

　
設
け
て
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
税
務
係
か

　
ら
の
β
程
蓑
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

霧
議
総
難
幾
　
叢
、
顯
税
務
灘
鐵
繭
、

　　　齢

　　脳

灘
雛
・

瀕
高
鐙
税
務
駈
管
内
で
は
、
種
税
教
麿
の
一

曝
と
し
て
毎
隼
税
に
関
す
る
標
認
と
作
文
の

コ
ン
ク
…
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
報
で
は

今
奪
も
確
定
申
奮
の
こ
の
蒔
期
に
合
わ
せ
、

松
之
山
中
学
校
生
徒
の
作
贔
の
中
か
ら
、
標

語
と
作
文
を
㎜
つ
ず
つ
揚
載
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
襲
　
　
　
　
蝋

へ
…

蟹

鞭

翼

蝋

莚

難
灘
麓
麟

難霧

灘

難

灘

灘
灘

雛

　
　
灘

鐵

　
　
難

　鑓
曽

難

灘
蓮
灘
欝

　
　
瓢

　
　
灘
蕪

議

◆わからない事があったらまず役揚の握当にお闘き下さい。

　　役揚税務会欝課　税務係へ

　　了Eし596－3452

◆駈響税などの国税に関して塵接税務署にお聞きする

　揚合は次へ
　　高∈B税務霧　掻人諜税部鱒τaO25－523一襯7嘆

ン

【高霞税務署長賞】部の語標

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勃　　　　　　　　　　　　　　　　　　産　　　　　　　　　　　　　　　　財　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　紹　　　　　　　　　　勤　　　　　　　　雛　　　　　幽　　　鞠
　　　纏塑撰

浩司さん松之山中学校2年大見

作
文
の
部

【
高
磁
地
区
納
税
貯
蓄
組
含
連
禽
会
長
奨
励
賞
】

鷺
税
金
驚
棄
差
巻
團
蒸
㊨
恭
薬
』

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
中
学
校
3
隼
本
山
志
織
さ
ん

　
三
年
盗
に
な
り
間
も
な
く
し
た
碩
、
祇
会
の
聴
聞
に
「
少

子
蔑
齢
化
』
と
い
う
露
葉
を
習
い
ま
し
た
。
薦
齢
化
が
急

速
に
進
み
、
理
筏
6
5
歳
以
上
に
お
年
寄
り
工
人
を
4
人
で

支
え
て
い
る
状
懇
か
ら
、
私
た
ち
が
大
人
に
な
り
働
く
畷

に
は
、
な
ん
と
1
人
を
鴬
人
で
支
え
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ

ん
。
働
く
こ
と
の
大
変
さ
を
ま
だ
理
解
し
切
れ
て
い
な
い

私
で
す
が
、
そ
れ
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
少
子
腐
齢
化
の
挽
会
を
支
え
て
い
く
の
が
税
金
で

す
。
今
ま
で
「
税
金
漏
と
闘
く
と
、
「
欄
人
の
負
捉
が
増

え
て
囲
る
幅
「
お
金
が
も
っ
た
い
な
い
』
と
思
っ
て
い
豪

し
た
。
し
か
し
税
金
が
な
け
れ
ば
、
今
の
よ
う
な
類
本
の

暮
ら
し
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
学
校
や
公
粟
施
設
は
税
金
で
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
．
そ
れ
は
鹸
か
ら
無
っ
て
い
ま
し
た
が
、
税
金
が
な

け
れ
ぱ
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
人
も
、
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
を

行
う
人
も
い
な
い
と
い
う
事
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
一
露
に
「
税
金
」
と
い
っ
て
も
、
麟
に
納
め
る
税

県
に
納
め
る
税
、
市
町
栂
に
納
め
る
税
と
、
本
蚤
に
た
く

さ
ん
の
種
類
が
あ
る
こ
と
を
簿
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
暮

ら
し
は
、
税
金
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

　
黛
本
は
境
樫
、
今
ま
で
に
例
の
な
い
皐
さ
で
腐
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
編
祉
な
ど
の
サ
…
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
税
金
が
必
要
に
な
り
ま

す
，
腐
齢
化
が
進
む
と
い
う
事
は
、
鰯
人
の
負
撞
が
増
え

る
と
い
う
事
で
す
。
初
め
は
負
撞
が
増
え
る
事
に
炭
鮒
で

し
た
が
、
今
で
は
賛
成
で
す
．
今
で
も
橿
祉
の
サ
ー
ビ
ス

が
完
漿
に
で
き
て
い
る
状
態
で
は
な
い
の
に
、
数
年
先
に

追
っ
て
い
る
祇
会
の
姿
を
考
え
る
と
、
個
人
の
負
担
が
増

え
る
事
は
仕
方
の
な
い
事
で
す
。
入
生
の
大
先
輩
で
あ
る

お
年
寄
り
の
方
に
、
充
実
し
た
禰
祉
サ
…
ビ
ス
で
、
充
実

し
た
生
括
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

し
か
し
露
本
で
は
、
税
金
を
払
わ
な
い
人
が
最
近
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
、
そ
う
で
は
な
く
、
國
幾
全
員
が
税

金
の
事
を
理
解
し
、
み
ん
な
で
支
え
禽
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
弧
生
・
省
墳
の
時
代
か
ら
の
古
い
歴
史

を
持
つ
「
税
し
を
、
2
1
徴
紀
を
迎
え
た
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
の
手
で
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
働
く
よ
う
に
な
る
頃
、
鷺
本

は
ど
の
よ
う
な
歓
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
視

父
琢
や
父
母
達
が
受
け
継
い
で
き
た
社
会
翻
度
を
理
解
し
、

大
切
に
し
て
い
く
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
繍鞄

議雛叢叢

鰍醜観翻ゼ
税務署で1押舗間物2月221

昆鍔鯉懇欝灘暴
講じ欝ので・どうして騨8『
都合のつかない方はご利薦ください。1
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簡単には止められない下水道

マナーを守って快適な生活を

欝し磨蕊は下水道の水に含まれる残飯から

布・ナイロン類などのゴミ全般をいいます。

　下水道に加入されているご家庭からでる排水は、いくつものポンプを申継

しながらようやく湯燦にある浄化センターまで運ばれていきます。平野部で

は自然の流れを利胴するようになっていますが、松之由では起伏が多いため

どうしてもポンプに頼らざるを得ません。このポンプの大敵がヂしさ3で、

故障原鶴の一番は「しさ」が悪さをするものです。

一欝多い敏灘簾難綜．ポンプの窯覧弁にギし撫が誌讃肇て・

選転で毒癒く襟る纂．黛禽と癒ス》ツプすると．簸悪の場禽

薄承韓磁流訟懸蕎叢と罐y買

　ポンプは欄々のマンホールに2台ずつ設置されていて、1台が故

障しても2禽目が運転するようになっていますが、点検時にはいく

っものヂしさ3が確認でき、2台岡時に故障しないのは縄然にすぎ

ません。特に箱などがポンプの羽橿薫に絡まると大きな故障となり、

引き上げて分解修理しなければなりません。

ボiし撫の塗でも．鑑のようなナイ灘ンや禰類が

ポンプの穴敵と額鯵塞す．
（写真は、湯由浄化センターに流れ着いたもの〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一．＿＿＿＿．＿＿一ゴー．一一一・一一一一・一一・一一鐵麟騨麟纏麟鱒

溝水篭憲為雛にし℃く瓠るの嫉灘1こ発えな疑程小さな微鷺霧で寮

　合併浄化槽も基本的には下水道と岡じ原理で汚水を処理し

　ています。残飯などの大きなゴミは分解できず、水に溶けな

し
　いものは内部の羅械に絡まったりして処理能力が低下してし

　まいます。微生物が食べられないものはそのままゴミとなっ

　て汚泥として溜まり、結局管理費などが嵩くっく事になります。

7

　町では皆様に安全できれいな水を供給するため、施設の整備や管理にa々

努力しています。定期的に実施している水質検査も重要な業務で、毎月

の傑4項目（表中の着色部分）に撫え、隼肇園4ア項自の精密検査を実施し

ています。今月号では、平成循年7月24段に各施設から採取した流末水

（蛇口からの水〉の精密検査結果をお知らせします。

平成で5年度　水道水の水質精密検査結果懸鮒G・衰灘し臓示は瀧隆顯鰍てい鶴

項　目 水質基準 松之滋　　湯出　　湯本　　　松璽 翔手　　松q　　浦田第1　湯の島　　上籔池　　田麦立　　西浦雷

簸般総欝 繍難纈籔羅 1　　　　　　　　　　　　　　灘懸⑳施識瀬
鍍藩麟瓢 榛灘撚萎鰻 灘懇⑳施畿懸穣轟無拶

糊蝋雛確雛灘．ヒ．繍翻欝『 徽、　魏　　灘　　磁　　『：㈱i　灘 鱒 膿 礒惑　　　蕎購　　　　｛欝

鉄・ 、㈱醜繊鞭・ 藤㈱謙講． ¢簿3 鍍欝 犠¢鎌灘

塩織灘 欝磯繍薦 畿趣 馨灘、 ＄絃 ㈱ 騰¢．． 塗薄 §懇 鎚 簸⑤　　　蒙¢ 5i愈．

硬簾 3鰍麟繊辮 i魏 ・糞織 翻 9 駆『 翻 窓8 鱒 3窓　　　鱗 鰺

蒸雛残貿繍 鰍麟醐羅 繍簗、 翻萎 導8 ＄6 鷺奪 鐘3箋 鱗 馨9 聡　　　　琶9 醗

叢機鞠驚． 灘灘瞬醸・ 『　毬慧 鐡窓』 麟鎌講 翻 ．醗蘇溝 礒3 礒鎌溝

灘 騨黛綴6 緬 ．繍』 議馨 膿窪． 鑛　　　、灘5　　麟． 鰯 淵　　　　6灘　　　魏

藤． 雛犠雛灘繊 懇蒸⑳施毅鞭無墜

鍵識 嚢灘灘繋『』　　　　　　　　　　　　慧惹翻籔懸無蟻

総灘 登獲鐵譲 蘇溝 3　　　　　　　馨濃溝　　　　　　　灘　　　　　　　遵灘溝

濁穫． 窪幾繊譲 馨憲翻鰭購鱒騰溝

灘灘簸鐵灘獲墾濃 i鱗翻藪難騰蒲
ト琴ク鷺自エチレン α03㎎ノ似下 全ての施設でαOO擁満

テトラクa自エチレン αo1rng〆似下 全ての施設でαOO昧満

等，1，1十リク鎮簾タン α3m鼠／似下 全ての施設でα0劔来満

酋壌化炭素 α002㎎〆似下 全ての施設で0β002未満

璽，2一ジク環口エタン αGO4mg／l以下 全ての施設でOρ004未満

1，トジクO口エチレン α02齢9／1以下 全ての施設で0ρ02未満

ジクロロメタン α02㎎ノ似下 全ての施殼でαOO2朱満

シスー12ジ伽雛チレン α04mg〆似下 全ての施設でα004未満

肇．肇，暦リクロ肛タン α006齢9／似下 全ての施設でαOOO6未満

ベンゼン o．o澤順9／似下 全ての施殺でα00↑：未満

クqΩ木ルム α06mg／職下 α00簾 0，002 0、00昧満 αo！6 Q，00珠満 O，005 o、oo球満

ジブaモクq鑓メタン α璽㎎／1以下 αoo2 α003 0国）0季 αOOi未満 o．oo嘩 αQO3 αOO2　αGO嫌満　α001　α002　αOO床満

ブ澱そジク覆qメタン α03櫛創似下 o，oo2 0，OO3 αGC猟満 αOO3 αoo凍満 0，OO5 αooI未満

ブ獄モホルム α09mg／似下 全ての施設でα00珠満

総トリハ臼メタン α1搬呂〆似下 αOO5　α008　αOO1　α00等9　αQO1　αOτ3　α002α00味満　αOO｝　α002　α00季補

カドミウム αo1mg／似下 全ての施設でα00味篤

水銀 αooos㎎似下 全ての施設でαGOOO5朱満

セレン 0．0緬畠／似下 全ての施設でα00床満

鉛 αo遷mg／隊下 α0創未満　　　　　　　　　　　　　　　α002　　　　　α00董朱溝

ヒ桑 αO屡㎎／隊下 全ての施殼でαOO昧満

六価クqム Oつ5mg鴻以下 全ての施設でα005満

シアン α0等㎎／似下 全ての施設でα00昧溝

フツ棄 α8鵬g／似下 全ての施殼でσ08来満

亜鍛 僅．Omg〆似下 α0味満　　　αQ蓄　α0嫌満 α03　　　　　　　　　　αQ味満

鑓 嘩．Om畠β以下 o創未満 0．0璽　　　　　　　0㌔0書朱満　　　　　　　　O．03 α02 α01　0つ床満

ナトリウム 20窃㎎〆似下 蓬4　　　　肇4　　　　9　　　　3 9　　　　14　　　　5　　　　5 5 5　　　　5

マンガン α05m9／似下 全ての施設でαGO5満

陰イオン界面活姓劃 α2㎎／1以下 全ての施設でα02満

フェノール類 αoo5㎎醐下 全ての施設でσOO5満

⑱ジクΩQプロベン α002㎎／似下 全ての施設でαOOQ2満

チウラム αOQ6㎎ハ以下 全ての施設でαOOO6満

シマジン qoO3㎎似下 全ての施設で0．0003満

チオベンカル α02ぎng／似下 全ての施設でα002満
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フツ棄 α8鵬g／似下 全ての施殼でσ08来満

亜鍛 僅．Omg〆似下 α0味満　　　αQ蓄　α0嫌満 α03　　　　　　　　　　αQ味満

鑓 嘩．Om畠β以下 o創未満 0．0璽　　　　　　　0㌔0書朱満　　　　　　　　O．03 α02 α01　0つ床満

ナトリウム 20窃㎎〆似下 蓬4　　　　肇4　　　　9　　　　3 9　　　　14　　　　5　　　　5 5 5　　　　5

マンガン α05m9／似下 全ての施設でαGO5満

陰イオン界面活姓劃 α2㎎／1以下 全ての施設でα02満

フェノール類 αoo5㎎醐下 全ての施設でσOO5満

⑱ジクΩQプロベン α002㎎／似下 全ての施設でαOOQ2満

チウラム αOQ6㎎ハ以下 全ての施設でαOOO6満

シマジン qoO3㎎似下 全ての施設で0．0003満

チオベンカル α02ぎng／似下 全ての施設でα002満

6

ー
創
①
O
F
l



I
o
り
①
O
F

慈

十
臼
町
広
域
圏
合
併
催
意
協
議
会
が
開
催
さ
れ
濠
し
た

弾

1
月
穏
田
（
月
〉
斑
酉
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
昨
隼
籍
月
⑲
臼
の
第
稔
園
会
議
を
欝
っ
て
実
質
的
な
審
議
を
終
了
し
た
任
意
協
議
会
は
、
そ
の
後
松
代

購
を
除
く
4
市
鯖
村
で
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
…
卜
結
果
で
足
並
み
が
揃
わ
ず
、
当
初
罷
建
の
稔
月
議
会
提

案
が
見
送
ら
れ
て
い
る
中
、
今
後
の
薄
策
な
ど
を
協
議
す
る
第
稔
園
穫
意
協
議
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
ア
ン
ケ
…
卜
結
果
の
説
明
や
意
見
交
換
、
今
後
の
協
議
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

紅
ま
し
た
。
中
懇
も
中
里
柑
は
奮
併
に
反
欝
す
る
割
合
が
過
楽
数
と
な
鱗
、
賛
成
を
大
き
く
上
鐵
っ
て
樋

る
事
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
で
望
む
の
か
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。

アンケート結果についてコメントを述べる首長
（上）申塁キ事出本村長　（下）松之由購1佐藤町長

8

覇アンケート結果に対する市町村長の慧メント

　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　■｝　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜　　　　　　　　　　　　　蝦　　酬■　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　｝｝　　　　　　　　　　　㎜醒r　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　㎜　｝　　　　　　　　㎜一　　　　　　　　｝㎜　　　　　　　r■岬　　　　　　■酬｝　　　　　…　㎜　　　　｝　㎜　　　咄｝　　　■吊　｝　　｝■肺　一一　｝㎜

　合併必要が71％であむ、時代の要請だという認識を持った結果で

あると思っている。麟答率が低い蓼由は、曝答を出さない賛成の入

が多かったと考えている。

　これまで2籔アンケートを実施したが、醗園も今鐡（※〉も過半

数の賛成結果が餓た。住民の意両は、法定協議会に進んで協議を進

めろという事だと考えている。ただ、中璽村と松之戯町の結果にも

見られるように、当町も突患している不安材料として周辺部の寂れ

と住民サービスの低下がある。このあたりの工夫が重要なポイント

となる。

　（※5市町村合’併に対する設問で、賛成54．6％　反対34．77％　判

噺不可9．27％　未翻答三．36％の結果となった。〉

陵

　5ユ：29〈※〉という結果となり、合併はヂNOjという事になった。

この原鶏として、津南町・湯沢町・塩沢町・栄村の自立宣欝が大き

く影響したものと考えている。広域合磁での周辺部の寂れと住異サー

ビスの低下に対する不安が大きな要霞だと思う。住民説明会の中で

この不安要囲に対する説明が不十分であったことは反省している。

アンケート結果は璽く受け丘めているが、しかしこれからの中男村

やこの地域を考えた場舎、果たしてこれで良いのかという患いを強

く持っている。今までの経緯を含め爾度明確な説明を行い、住艮の

皆様の考えを改めてもらいたいと考えている。また津繭町抜きの合

併は、地域として考えられないという住跳も多い。しかし現窪の任

意協議会設立繭の津爾町・璃茜時・中璽村・松之山町との協議の中

では前講きの謡にはならず、この時点ですでに津南町との合併はあ

り得ない状況であった。

　（※5市穏丁村合併に対する設問で、反対駐。8％　賛成29．3％の結果

となった）

　　　　　　　　　　　　一一》　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　■厚“　『吊　　　　　　　　　甲皿　…　　　　　　　　■思崩　、“　　　　　　　　｝　｝印　　　　　　　－耐■㎜　　　　　　南　｝　　　　　　■鮒｝　　　　　輔　　　　　鴨　　　　　納』　　　　r蝦－　　　　吊　　　｝　　　｝　■　　　｝　　』w－　　嚇　』戸　軸　酬髄“　　　“　　い　　r酬　｝　“
嚇

　東頸城都6町村での合併硯究会の際に実施したアンケートでは、

8劃強が十段町圏域での合併を支持し、その後の2翻目でも7翻が

岡圏域合併を支持した。集落懇談会でも住民の意肉は変わらない事

から、今鐡改めてアンケートを実施する必要はないものと判断した。

　　　　　　　　w　　　　　　　　㎜　　　　　　　　』一　　　　　　　いー　　　　　　　晒｝　　　　　　㎜　■　　　　　　㎜　　　　　　い　　　　　』｝　　　　　｝　　　　㎜r醒　　　一　　　u　㎜　　｝　甲　　㎜　、楠　一荊
簡｝

　松之由町では地驚村と異なり、ギ議会及び町長に判漸を任せる涯

という設問を持ち、2割が賛岡した。合併賛成反嬉の割合はほぼ岡

数であり、重い費任を撞う事となった。合併に鮒する住民の不安は

飽の町村岡様に、住罠サービスの低下と周辺部の寂れが圧倒的に多

い。このことをここにおられる各委員から十分念頭に置いて協議を

進めてもらいたい。

髭姦
鵡鰯礁

慧
擁
烈
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診
験
雪

山
本
中
里
穏
長
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
、
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
は
3
月
ま
で
延
期

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
山
本
料
長
は
、
「
結
果
は

重
く
受
け
と
め
て
い
る
が
、
現
荏
住
民
が
疑
問
に

感
じ
て
い
る
点
を
も
う
一
度
詳
し
く
説
明
し
今
一

度
考
え
を
改
め
て
も
ら
い
、
当
初
の
目
的
で
あ
る

5
布
町
村
の
合
併
で
罠
憲
を
ま
と
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。
臼
分
と
し
て
は
今
の
枠
組
み
で
の
合
併

し
か
な
い
と
判
蜥
し
て
い
る
楠
と
圃
い
決
意
を
延

べ
ま
し
た
。
現
在
中
里
村
で
は
、
賛
成
派
・
反
対

派
と
も
罠
問
主
導
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
と
行
政
の
説
明
を
進
め
る
中

で
、
2
月
中
に
は
あ
る
程
度
の
艮
意
が
掘
握
で
き

る
と
し
、
全
住
罠
の
慧
肉
を
持
っ
て
方
尚
を
決
定

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
協
議
会
で
は
、
住
艮
説
萌
の
時
問
的
猶
予
が

欲
し
い
と
い
う
中
嬰
村
の
串
し
出
を
受
け
、
法
定

協
議
会
へ
の
移
行
期
費
を
3
月
ま
で
延
期
す
る
事

で
了
承
し
ま
し
た
。

　
合
併
の
重
要
案
件
で
あ
る
「
薪
市
名
称
恥
と
「
合

併
後
三
回
目
の
新
市
議
会
議
員
定
数
偏
に
つ
い
て

は
、
す
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
法
定
協
議
会
に
先
送

り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
含
併
条
件
の
根
本
を

な
す
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
定
協
議
会
移
行
髄

に
協
議
を
継
続
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
口
火
を
切
っ
た
当
町
柳
委
員
（
学
識
経
験
煮
）
は
、

「
B
回
も
会
を
重
ね
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
委

員
で
あ
る
自
分
自
身
で
も
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
が
明
確
に
わ
か
ら
な
い
。
ま
し
て
住
罠

は
な
お
さ
ら
だ
。
新
し
い
も
の
を
提
案
す
る
時
は

住
罠
の
反
対
は
必
ず
あ
る
事
で
、
行
政
は
こ
れ
に

対
し
て
十
分
な
説
明
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

不
十
分
と
感
じ
取
ら
れ
て
い
る
中
で
の
新
市
将
来

構
想
の
公
褒
な
ど
も
多
く
の
住
民
に
不
安
を
与
え

る
結
果
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
住
艮

が
も
っ
と
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
新
市
名
称
と
議

員
定
数
の
結
論
が
出
し
得
な
か
っ
た
事
は
、
任
意

協
議
会
と
し
て
重
く
受
け
と
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
住
浅
に
ど
の
よ
う
に
説

明
し
納
得
さ
せ
る
事
が
で
き
る
と
い
う
の
か
。
法

定
協
議
会
へ
の
移
行
期
隈
を
建
ば
し
た
な
ら
、
行

政
が
リ
ー
ド
し
て
と
こ
と
ん
話
し
合
う
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。
」
と
発
書
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
重
要
2
案
件
に
つ
い
て
引
き
続

き
協
議
を
継
続
す
る
か
ど

う
か
各
委
員
か
ら
賛
沓
爾

論
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

5
市
町
村
首
長
の
合
意
に

よ
り
法
定
協
議
会
移
行
前

に
審
議
を
蒋
開
す
る
事
で

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

魯

饗
難
籔
鞭
羅
韓
簗
蕪
鷲
灘
鶴
購

　
麗
　
第
12
園
岡
委
員
会
が
、

た
。
跨
長
・
議
会
が
重
い
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
瞬
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
。
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け
疵
め
る
か
な
ど
に

つ
い
て
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
響
頭
、
町
長
に
対
し
次
の
よ
う
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ヲ
ン
ケ
ー
ト
実
施
前
の
説
明
会
は
、
資
料
を
含
め
不
十
分
で
あ
っ

た
と
町
長
も
答
弁
し
た
。
住
罠
も
巳
む
を
得
な
い
選
択
を
し
た
と

思
う
。
今
園
の
任
意
協
議
会
で
法
定
協
議
会
移
行
期
資
が
廼
び
た

こ
と
で
、
霞
立
に
関
し
て
の
よ
り
詳
し
い
資
料
を
示
す
考
え
は
な

い
か
。
ま
た
欝
立
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
ど
う
か
。
恥

　
こ
れ
に
対
し
て
町
長
は
「
捻
月
議
会
提
案
と
い
う
当
初
讃
爾
に

添
っ
た
資
料
づ
く
り
と
な
り
、
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
る
。

期
臼
が
延
長
と
な
っ
た
の
で
、
自
立
し
た
場
合
の
よ
り
詳
し
い
資

料
と
、
合
併
す
る
場
含
の
地
域
嚢
退
の
防
止
策
で
あ
る
地
域
自
治

線
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
資
料
を
作
成
す
る
。
霞
立
に
つ
い
て

は
、
示
し
た
資
料
で
町
艮
が
納
得
で
き
れ
ば
可
能
で
あ
る
が
、
自

分
と
し
て
は
合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
い
う
考
え
に
変
わ
り
は

な
い
。
篇
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
町
長
・
議
会
に
任
せ
る
」
と
い
う
ア
ン
ケ
…
ト
結
果
に
対
す
る

蟹
さ
て
の
対
磨
つ
い
て
の
鐡

灘灘
襲
懇
　
　
　
藷
－
議
、
垣
騨
襲
蟻
藷
…
濃
撚

成
蜀
年
1
月
雛
霞
に
闘
催
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

議
論
で
は
、
積
極
的
に
住
民
の
中

に
入
り
込
ん
で
議
論
す
る
、
地
域

内
括
動
を
重
視
す
る
、
先
の
選
挙

で
す
で
に
考
え
は
理
解
さ
れ
て
い

る
、
議
員
と
住
罠
が
一
岡
に
会
し

た
意
見
轟
父
換
A
筑
を
が
脊
う
べ
き
等
の

発
書
が
あ
り
ま
し
た
。
当
面
は
掴
々

の
議
員
の
信
念
に
基
づ
い
た
括
動

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
軸
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く影響したものと考えている。広域合磁での周辺部の寂れと住異サー

ビスの低下に対する不安が大きな要霞だと思う。住民説明会の中で

この不安要囲に対する説明が不十分であったことは反省している。

アンケート結果は璽く受け丘めているが、しかしこれからの中男村

やこの地域を考えた場舎、果たしてこれで良いのかという患いを強

く持っている。今までの経緯を含め爾度明確な説明を行い、住艮の

皆様の考えを改めてもらいたいと考えている。また津繭町抜きの合

併は、地域として考えられないという住跳も多い。しかし現窪の任

意協議会設立繭の津爾町・璃茜時・中璽村・松之山町との協議の中

では前講きの謡にはならず、この時点ですでに津南町との合併はあ

り得ない状況であった。

　（※5市穏丁村合併に対する設問で、反対駐。8％　賛成29．3％の結果

となった）

　　　　　　　　　　　　一一》　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　■厚“　『吊　　　　　　　　　甲皿　…　　　　　　　　■思崩　、“　　　　　　　　｝　｝印　　　　　　　－耐■㎜　　　　　　南　｝　　　　　　■鮒｝　　　　　輔　　　　　鴨　　　　　納』　　　　r蝦－　　　　吊　　　｝　　　｝　■　　　｝　　』w－　　嚇　』戸　軸　酬髄“　　　“　　い　　r酬　｝　“
嚇

　東頸城都6町村での合併硯究会の際に実施したアンケートでは、

8劃強が十段町圏域での合併を支持し、その後の2翻目でも7翻が

岡圏域合併を支持した。集落懇談会でも住民の意肉は変わらない事

から、今鐡改めてアンケートを実施する必要はないものと判断した。

　　　　　　　　w　　　　　　　　㎜　　　　　　　　』一　　　　　　　いー　　　　　　　晒｝　　　　　　㎜　■　　　　　　㎜　　　　　　い　　　　　』｝　　　　　｝　　　　㎜r醒　　　一　　　u　㎜　　｝　甲　　㎜　、楠　一荊
簡｝

　松之由町では地驚村と異なり、ギ議会及び町長に判漸を任せる涯

という設問を持ち、2割が賛岡した。合併賛成反嬉の割合はほぼ岡

数であり、重い費任を撞う事となった。合併に鮒する住民の不安は

飽の町村岡様に、住罠サービスの低下と周辺部の寂れが圧倒的に多

い。このことをここにおられる各委員から十分念頭に置いて協議を

進めてもらいたい。

髭姦
鵡鰯礁

慧
擁
烈
蕪懸麟嚢　　鑛癬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
験
雪

山
本
中
里
穏
長
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
、
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
は
3
月
ま
で
延
期

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
山
本
料
長
は
、
「
結
果
は

重
く
受
け
と
め
て
い
る
が
、
現
荏
住
民
が
疑
問
に

感
じ
て
い
る
点
を
も
う
一
度
詳
し
く
説
明
し
今
一

度
考
え
を
改
め
て
も
ら
い
、
当
初
の
目
的
で
あ
る

5
布
町
村
の
合
併
で
罠
憲
を
ま
と
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。
臼
分
と
し
て
は
今
の
枠
組
み
で
の
合
併

し
か
な
い
と
判
蜥
し
て
い
る
楠
と
圃
い
決
意
を
延

べ
ま
し
た
。
現
在
中
里
村
で
は
、
賛
成
派
・
反
対

派
と
も
罠
問
主
導
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
と
行
政
の
説
明
を
進
め
る
中

で
、
2
月
中
に
は
あ
る
程
度
の
艮
意
が
掘
握
で
き

る
と
し
、
全
住
罠
の
慧
肉
を
持
っ
て
方
尚
を
決
定

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
協
議
会
で
は
、
住
艮
説
萌
の
時
問
的
猶
予
が

欲
し
い
と
い
う
中
嬰
村
の
串
し
出
を
受
け
、
法
定

協
議
会
へ
の
移
行
期
費
を
3
月
ま
で
延
期
す
る
事

で
了
承
し
ま
し
た
。

　
合
併
の
重
要
案
件
で
あ
る
「
薪
市
名
称
恥
と
「
合

併
後
三
回
目
の
新
市
議
会
議
員
定
数
偏
に
つ
い
て

は
、
す
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
法
定
協
議
会
に
先
送

り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
含
併
条
件
の
根
本
を

な
す
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
定
協
議
会
移
行
髄

に
協
議
を
継
続
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
口
火
を
切
っ
た
当
町
柳
委
員
（
学
識
経
験
煮
）
は
、

「
B
回
も
会
を
重
ね
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
委

員
で
あ
る
自
分
自
身
で
も
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
が
明
確
に
わ
か
ら
な
い
。
ま
し
て
住
罠

は
な
お
さ
ら
だ
。
新
し
い
も
の
を
提
案
す
る
時
は

住
罠
の
反
対
は
必
ず
あ
る
事
で
、
行
政
は
こ
れ
に

対
し
て
十
分
な
説
明
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

不
十
分
と
感
じ
取
ら
れ
て
い
る
中
で
の
新
市
将
来

構
想
の
公
褒
な
ど
も
多
く
の
住
民
に
不
安
を
与
え

る
結
果
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
住
艮

が
も
っ
と
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
新
市
名
称
と
議

員
定
数
の
結
論
が
出
し
得
な
か
っ
た
事
は
、
任
意

協
議
会
と
し
て
重
く
受
け
と
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
住
浅
に
ど
の
よ
う
に
説

明
し
納
得
さ
せ
る
事
が
で
き
る
と
い
う
の
か
。
法

定
協
議
会
へ
の
移
行
期
隈
を
建
ば
し
た
な
ら
、
行

政
が
リ
ー
ド
し
て
と
こ
と
ん
話
し
合
う
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。
」
と
発
書
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
重
要
2
案
件
に
つ
い
て
引
き
続

き
協
議
を
継
続
す
る
か
ど

う
か
各
委
員
か
ら
賛
沓
爾

論
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

5
市
町
村
首
長
の
合
意
に

よ
り
法
定
協
議
会
移
行
前

に
審
議
を
蒋
開
す
る
事
で

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

魯

饗
難
籔
鞭
羅
韓
簗
蕪
鷲
灘
鶴
購

　
麗
　
第
12
園
岡
委
員
会
が
、

た
。
跨
長
・
議
会
が
重
い
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
瞬
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
。
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け
疵
め
る
か
な
ど
に

つ
い
て
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
響
頭
、
町
長
に
対
し
次
の
よ
う
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ヲ
ン
ケ
ー
ト
実
施
前
の
説
明
会
は
、
資
料
を
含
め
不
十
分
で
あ
っ

た
と
町
長
も
答
弁
し
た
。
住
罠
も
巳
む
を
得
な
い
選
択
を
し
た
と

思
う
。
今
園
の
任
意
協
議
会
で
法
定
協
議
会
移
行
期
資
が
廼
び
た

こ
と
で
、
霞
立
に
関
し
て
の
よ
り
詳
し
い
資
料
を
示
す
考
え
は
な

い
か
。
ま
た
欝
立
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
ど
う
か
。
恥

　
こ
れ
に
対
し
て
町
長
は
「
捻
月
議
会
提
案
と
い
う
当
初
讃
爾
に

添
っ
た
資
料
づ
く
り
と
な
り
、
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
る
。

期
臼
が
延
長
と
な
っ
た
の
で
、
自
立
し
た
場
合
の
よ
り
詳
し
い
資

料
と
、
合
併
す
る
場
含
の
地
域
嚢
退
の
防
止
策
で
あ
る
地
域
自
治

線
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
資
料
を
作
成
す
る
。
霞
立
に
つ
い
て

は
、
示
し
た
資
料
で
町
艮
が
納
得
で
き
れ
ば
可
能
で
あ
る
が
、
自

分
と
し
て
は
合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
い
う
考
え
に
変
わ
り
は

な
い
。
篇
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
町
長
・
議
会
に
任
せ
る
」
と
い
う
ア
ン
ケ
…
ト
結
果
に
対
す
る

蟹
さ
て
の
対
磨
つ
い
て
の
鐡

灘灘
襲
懇
　
　
　
藷
－
議
、
垣
騨
襲
蟻
藷
…
濃
撚

成
蜀
年
1
月
雛
霞
に
闘
催
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

議
論
で
は
、
積
極
的
に
住
民
の
中

に
入
り
込
ん
で
議
論
す
る
、
地
域

内
括
動
を
重
視
す
る
、
先
の
選
挙

で
す
で
に
考
え
は
理
解
さ
れ
て
い

る
、
議
員
と
住
罠
が
一
岡
に
会
し

た
意
見
轟
父
換
A
筑
を
が
脊
う
べ
き
等
の

発
書
が
あ
り
ま
し
た
。
当
面
は
掴
々

の
議
員
の
信
念
に
基
づ
い
た
括
動

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
軸
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麟鱗 懸
勾

友紀ちゃん（2歳）1朋枝ちゃん（2歳〉

　　　　　　　　塞
佐藤　力・愛峯さんの長女　睾長沢車史・美枝子さんの次女

　　　　　　　　あ　　（天水越・下元屋敷）　・　　　　（天水島・明　星）

　　　　　　　　慧
　　　　　　　　叢

ゆ　き　　　　　　　　　ともえ

雛ゆき、近疇勉強に目覚めたの。一番の先窒はうちのと　3糠ともちゃん、歌がとっても好きなの。あのね、♪じ

　　　　　　　　　　　　　　　ぎうしゃん（おとうさん）で、麟騙の働、旋習っ1～んせい楽ありゃ＜～もあるさ㎜♪っていう鯛

ているaとうしゃんに電話が来ると、ゆきも自分の　1つてるよね・テレビ見ながら歌って徳ってるんだけど・

　　　　　　　　　　　　　　　饗こうもんちゃまはこのごろちっとも出てきてくれない電話蒼持ってきてまねするんだよ。「ハイ　パイ、え。

　　　　　　　　　　　　　　　鴛の。いそがしいのかな一？繕雪いっぱいになったね、
～と・弓なんてね、一生懸命やってるのに、かあし　塞
　　　　　　　　　　　　　　　・ともちゃん雪遊びだいすきだよ。大きくなったらスキ
やん（あかあさん）たら強きつった顔してこっち鏡て　婁
　　　　　　　　　　　　　　　・一の選手に1なって、いっぱい活躍するんだ。口写真は
る．ひど～い、本当は笑いたいんでしょ！旧お正月は　農
　　　　　　　　　　　　　　　募クリスマスイプで、いとこの花ちゃんからもらった耀
いとこと臆くらやそりでい～っぱし、妊ん鶴こん1腿か，獅て劇謁た．ケ畔やごちそういっぱい

な麟が楽しいと思ったのξ狂まれて初めてだった・1食べちゃった．

　　　　　　　　　　　　　　　な【お父さんから一謝　　　　　　　　　　　　　　　慧【お母さんから一謝

　　　　　　　　　　　　　　　や思いやりのある、やさしい子に薄って欲しいです．　塞　思いやりのある、優しい子になってほしいです。

　　　　　　　　　　　　　　　慕
ひ　　　　　ん　 ロ　　　れザド　　う

ξ
呈

モ

、　　姪娠籾鶏の婬婦懇風縷漏嬢か惣る覆、黍蒸麟軽
曼

　く懇楚3聡蝿が鱗闘鱗蕊な鯵、次の議うな障霧蒼捲

i　つ暴供海魅麟縫る蕊蔭懇あ嬢談薩．
も

i　覆難聴《琢懇聞蕊疑癒《なる）

i麟難嫉鎌鑑禰きの鯛鹸§難等）
き

i　糠由殉瞳囎の膨勤焚翻麟《濁嬢、総疑麟悪i《懇る》
ミ

i　雛網膜癒《圏の鱒の蝿蓬感縷る惹霞蕎の瞳霧饗、
ミ

i　霞ゐ漉疑麟嚢麟蕎）
…
…

…
｛

き

…
i　以髄ぽ顛禦鑑の藁肇塗i曼罎強糊駒燧癒わ職羅1輪
さ

i　謹し懲嫉今ぽ希望欄蔭変霧膨蒸繍談薩，羅の彪め、

i　貌荏総磯から24歳の藁の太驚、羅の景随接種蓬
ぎ

i　受け蒸鵠な験濾懸膿談彗．　婬娠麟蒸懸劉該釜鮪
茎

　接穗諏捲慧慰漏。隷た罷賄接種後、叢懸2欝き
ぎ

i　間懸婬娠驚港蒙慧鶏．羅糀が窃鑑、暴供議漏懸鑑
芝

　謬縫繍趨懸証〉難縢る簿ぽ禦め罎罷随接種馨受麟薫

、くだ毒購。
ξ
む．．｛、．．．．、　　甲．、　』＿＿＿＿一一一一一・一一一…一臼・

繕
簸
露
老
；

．
麟
砺
鰯
瓢
．

　
風
籔
漏
麟
総
ー
灘
繋
罎
謙
翁
羅
感
染
籔
、
急
罎
嶽
瀦
発
疹
が

驚
き
熱
が
鐡
懸
、
頸
の
響
》
鱗
簸
擦
獲
麟
る
病
気
慰
薦
趨
毯
が

発
錘
籔
彪
④
、
㊧
の
鞭
の
粕
膜
嬢
鎚
磁
毅
麟
驚
る
蕊
叢
霧
お
鯵
諜

嫉
。
鐘
餐
蝿
類
簸
撫
廼
麟
関
節
懇
羅
薮
葬
嶽
る
選
叢
驚
あ
㊨
隷
該
懇
欝
然
嬢
農

叢
麟
蕎
揚
禽
が
ぽ
惹
漏
覆
誕
叢
。

”

保険料段階が第ユ段階（雛帯全員が町罠税葬諜税で本人が老齢福祉年金受給者、

ただし生活保護受給者は除く〉及び第2段階〈徴帯全員が町属税非課税者〉の人の

うち、次のすべての条件に該当する人が対象となります。

鵬鯉懸るき畿蒼ゆ離嘱・斐灘蟄艦霧凝
円茄算した額以下である事．　　　　　します。

　　　　　　　　　　　被保険蓄が、帯麟越饒税課税蓄の扶養控除
課　櫛　いないこと⇔馨馨鑑認艦欝険　

　　　　　　　　　　　慰帯の中に居住地以外の処分醸能な士地ま

瀾でき礁を奮しないことφ罐蒙霧藩袈繍禽縄
　　　　　　　　　　　えない場合とします。

減免は申請に1より実施します。申請に1は、

申講書及び添付書類の提出が必要となります。

　　＿＿繍蝋購購煕螂糊欄、脚騰㈱縣

雛お悶い食わせは…
保険福祉課（保健センター内〉

介護保験係まで　徹596－3ア05

介
護
保
険
事
業
か
ら
縢
灘
鑑
灘
灘
羅
難
難
欝
雛

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て
お
瓠
ら
せ

灘麟瀬灘灘懸灘灘灘灘懸灘難灘欝灘灘灘灘難灘灘灘
○
「
ヤ
マ
ガ
ラ
」
　
　
　
　
松
之
出
町
野
鳥
愛
護
会

　
a
本
全
土
に
分
痛
す
る
ヤ
マ
ガ
ラ
で
す
が
、
暖
か
い
繭
獄
本
の

森
に
よ
り
多
く
隻
患
し
、
私
の
生
ま
れ
膏
っ
た
九
州
の
実
家
の
庭

に
も
μ
ツ
ー
ツ
；
ピ
！
、
ツ
ー
ツ
毒
ピ
ー
”
と
い
う
さ
え
ず
り
と

と
も
に
よ
く
訪
れ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ヤ
マ
ガ
ラ
が
こ
ん

な
に
雪
深
い
松
之
山
に
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
地
に
移
り
住
ん
で
す
ぐ
に
こ
の
鳥
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
時
な
ぜ
か
と
て
も
嬉
し
い
気
分
に
な
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
昨
揖
〈
1
／
2
2
〉
も
ヤ
マ
ガ
ラ
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が
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な
に
雪
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季
も
松
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を
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ず
に
募
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る
の
で
し
ょ
う
か
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ラ
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せ
こ
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囎
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解
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冬
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る
の
で
し
　
　
　
　
灘
．
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よ
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か
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懸
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縫
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麟鱗 懸
勾

友紀ちゃん（2歳）1朋枝ちゃん（2歳〉

　　　　　　　　塞
佐藤　力・愛峯さんの長女　睾長沢車史・美枝子さんの次女

　　　　　　　　あ　　（天水越・下元屋敷）　・　　　　（天水島・明　星）

　　　　　　　　慧
　　　　　　　　叢

ゆ　き　　　　　　　　　ともえ

雛ゆき、近疇勉強に目覚めたの。一番の先窒はうちのと　3糠ともちゃん、歌がとっても好きなの。あのね、♪じ

　　　　　　　　　　　　　　　ぎうしゃん（おとうさん）で、麟騙の働、旋習っ1～んせい楽ありゃ＜～もあるさ㎜♪っていう鯛

ているaとうしゃんに電話が来ると、ゆきも自分の　1つてるよね・テレビ見ながら歌って徳ってるんだけど・

　　　　　　　　　　　　　　　饗こうもんちゃまはこのごろちっとも出てきてくれない電話蒼持ってきてまねするんだよ。「ハイ　パイ、え。

　　　　　　　　　　　　　　　鴛の。いそがしいのかな一？繕雪いっぱいになったね、
～と・弓なんてね、一生懸命やってるのに、かあし　塞
　　　　　　　　　　　　　　　・ともちゃん雪遊びだいすきだよ。大きくなったらスキ
やん（あかあさん）たら強きつった顔してこっち鏡て　婁
　　　　　　　　　　　　　　　・一の選手に1なって、いっぱい活躍するんだ。口写真は
る．ひど～い、本当は笑いたいんでしょ！旧お正月は　農
　　　　　　　　　　　　　　　募クリスマスイプで、いとこの花ちゃんからもらった耀
いとこと臆くらやそりでい～っぱし、妊ん鶴こん1腿か，獅て劇謁た．ケ畔やごちそういっぱい

な麟が楽しいと思ったのξ狂まれて初めてだった・1食べちゃった．

　　　　　　　　　　　　　　　な【お父さんから一謝　　　　　　　　　　　　　　　慧【お母さんから一謝

　　　　　　　　　　　　　　　や思いやりのある、やさしい子に薄って欲しいです．　塞　思いやりのある、優しい子になってほしいです。

　　　　　　　　　　　　　　　慕
ひ　　　　　ん　 ロ　　　れザド　　う

ξ
呈

モ

、　　姪娠籾鶏の婬婦懇風縷漏嬢か惣る覆、黍蒸麟軽
曼

　く懇楚3聡蝿が鱗闘鱗蕊な鯵、次の議うな障霧蒼捲

i　つ暴供海魅麟縫る蕊蔭懇あ嬢談薩．
も

i　覆難聴《琢懇聞蕊疑癒《なる）

i麟難嫉鎌鑑禰きの鯛鹸§難等）
き

i　糠由殉瞳囎の膨勤焚翻麟《濁嬢、総疑麟悪i《懇る》
ミ

i　雛網膜癒《圏の鱒の蝿蓬感縷る惹霞蕎の瞳霧饗、
ミ

i　霞ゐ漉疑麟嚢麟蕎）
…
…

…
｛

き

…
i　以髄ぽ顛禦鑑の藁肇塗i曼罎強糊駒燧癒わ職羅1輪
さ

i　謹し懲嫉今ぽ希望欄蔭変霧膨蒸繍談薩，羅の彪め、

i　貌荏総磯から24歳の藁の太驚、羅の景随接種蓬
ぎ

i　受け蒸鵠な験濾懸膿談彗．　婬娠麟蒸懸劉該釜鮪
茎

　接穗諏捲慧慰漏。隷た罷賄接種後、叢懸2欝き
ぎ

i　間懸婬娠驚港蒙慧鶏．羅糀が窃鑑、暴供議漏懸鑑
芝

　謬縫繍趨懸証〉難縢る簿ぽ禦め罎罷随接種馨受麟薫

、くだ毒購。
ξ
む．．｛、．．．．、　　甲．、　』＿＿＿＿一一一一一・一一一…一臼・

繕
簸
露
老
；

．
麟
砺
鰯
瓢
．

　
風
籔
漏
麟
総
ー
灘
繋
罎
謙
翁
羅
感
染
籔
、
急
罎
嶽
瀦
発
疹
が

驚
き
熱
が
鐡
懸
、
頸
の
響
》
鱗
簸
擦
獲
麟
る
病
気
慰
薦
趨
毯
が

発
錘
籔
彪
④
、
㊧
の
鞭
の
粕
膜
嬢
鎚
磁
毅
麟
驚
る
蕊
叢
霧
お
鯵
諜

嫉
。
鐘
餐
蝿
類
簸
撫
廼
麟
関
節
懇
羅
薮
葬
嶽
る
選
叢
驚
あ
㊨
隷
該
懇
欝
然
嬢
農

叢
麟
蕎
揚
禽
が
ぽ
惹
漏
覆
誕
叢
。

”

保険料段階が第ユ段階（雛帯全員が町罠税葬諜税で本人が老齢福祉年金受給者、

ただし生活保護受給者は除く〉及び第2段階〈徴帯全員が町属税非課税者〉の人の

うち、次のすべての条件に該当する人が対象となります。

鵬鯉懸るき畿蒼ゆ離嘱・斐灘蟄艦霧凝
円茄算した額以下である事．　　　　　します。

　　　　　　　　　　　被保険蓄が、帯麟越饒税課税蓄の扶養控除
課　櫛　いないこと⇔馨馨鑑認艦欝険　

　　　　　　　　　　　慰帯の中に居住地以外の処分醸能な士地ま

瀾でき礁を奮しないことφ罐蒙霧藩袈繍禽縄
　　　　　　　　　　　えない場合とします。

減免は申請に1より実施します。申請に1は、

申講書及び添付書類の提出が必要となります。

　　＿＿繍蝋購購煕螂糊欄、脚騰㈱縣

雛お悶い食わせは…
保険福祉課（保健センター内〉

介護保験係まで　徹596－3ア05

介
護
保
険
事
業
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ら
縢
灘
鑑
灘
灘
羅
難
難
欝
雛

介
護
保
険
料
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減
免
制
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つ
い
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お
瓠
ら
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灘麟瀬灘灘懸灘灘灘灘懸灘難灘欝灘灘灘灘難灘灘灘
○
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ヤ
マ
ガ
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膏
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州
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実
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μ
ツ
ー
ツ
；
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！
、
ツ
ー
ツ
毒
ピ
ー
”
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よ
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く
れ
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し
た
。
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／
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．
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I
O
①
O
F

　　　　o　　ぐ酬o

，話趨》公
警畳飛儒、

　　　　　　　　　　　　　　　　　
待ちかねていたつきたてのオモチ

欝

　
新
年
2
β
（
金
）
、
薄
鷺
の
藻

す
ス
キ
…
場
ゲ
レ
ン
デ
に
は
、
配

月
濾
ま
り
に
来
た
家
族
連
れ
な
ど

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
．
お
昼
過
ぎ
、
ほ
ど
よ

く
蒸
し
上
が
っ
た
モ
チ
米
を
臼
に

移
す
頃
に
は
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
嚢

椿
の
離
に
は
た
く
さ
ん
の
入
填
が

で
き
、
飛
び
入
り
が
振
り
土
げ
る

杵
に
声
援
が
飛
び
交
い
ま
し
た
．

で
き
た
て
の
モ
チ
は
き
な
粉
や
館

モ
チ
に
な
り
、
瞬
く
間
に
お
な
か

へ
と
潴
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

松
之
由
集
落
盆
踊
り
保
存
会

　
　
絡
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
助
成
事
業
で
設
備
を
脚
新
！

　
盆
踊
り
な
ど
を
と
お
し
て
地
域
の
濡
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
松
之
山
集
落
の
「
盆
踊
り
保
存
会
」
で
は
、
蔦

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
に
よ
り
念
願
の
組
み

立
て
式
の
櫓
・
音
響
設
備
な
ど
を
一
新
し
、
美
月
王
撮

の
新
年
会
で
集
落
践
に
う
れ
し
い
お
披
露
目
を
行
い
ま

し
た
。
保
存
会
で
は
今
年
の
夏
が
さ
ぞ
か
し
待
ち
遠
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
事
業
は
地
域
や
集
落
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、

精
力
的
に
濡
勤
す
る
懸
捧
に
対
し
て
宝
く
じ
の
収
益
金

か
ら
助
成
さ
れ
る
も
の
で
、
町
内
で
も
多
く
の
欄
体
が

漬
動
を
認
め
ら
れ
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
こ

の
事
業
の
助
成
を
受
け
た
懸
体
は
、
神
楽
を
伝
承
し
な

が
ら
秋
祭
り
舞
台
で
地
域
濡
牲
化
に
取
り
総
ん
で
い
る
、

藤
禽
の
「
藤
猴
会
“
に
続
く
2
件
目
と
な
り
ま
す
。

灘琴灘　灘　　　紹　灘　轍誠謡
8事業内容　　鋤成決定額12，500率円
　　　　　補動対象こ轡響設備一式　絹立式櫓
　　　　　　　　　　チント雁毒長り　糸i白幕2枚

驚翻体が繋遊びや雪麟文艦を体験
餐罐》繊馨塗霧を灘

唾月23日（金）～24日（土）

　嚢のない台湾から、小学生から大人までの25名が松之出にやっ

てきました．松之由で4懸の公演をやった甑館を本拠地とする

太鼓楽聞！ひのき麗．1が台湾公演をしたことが縁で来鷺が爽現

したものです。麟内移動は出村留学松之数し1学網が受け持ち、成

躍から露館に1審って松之由1こ入るという大変な長旅を経ての来

時となりました．・・贋は浦田小学校で露遊びを楽しんだ後松漿

小学校で太鼓交流を行い、夜には町内の親苧との台湾式お斑縁

で交流を深めました．台湾では殆ど蛍は際らないとσ）毒で、吹

露の中でもなんのその、驚の感触を存分に楽しんでいました。

蓬月22臼（木）～23田（金）

　埼玉県糠須衛の大桑小学校4年生の矯／名が、昨年に続き轟

冬の松之山にやってきました。ちょうど寒波の真っ鍛中に当た

りましたが、子供達にとっては絶好の天気だったでしょう．初

1ヨは潟泉スキ…場でそりやかんじき遊びにさいの神を楽しみ、

翌1ヨは吹欝の中での懸上灘体験乗車や除雪機械の見学などなど、

談さに警づくしの松之山．．コ涯薦絹でした。家た遊びに来てください。

ぎ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ　　　　　　　　　　　　　　　　／薫

鱗灘熾場聡
二成16隼2月3ヨ～6田まで

1潟漿妙高高原町

難、雛藩難
　　　　　　　　　　　　ぐ騨　にを厳

轟耀離欝童驚

松
之
山
か
ら
全
国
へ
　
　
。

金
寧
・
イ
ン
ダ
慧
《
イ
鵜
纏
名
鐵
場

　
　
今
シ
ー
ズ
ン
も
厳
し
い
地
区
予
選
・
県
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
8
名
が
み
ご
と

　
全
園
大
会
磁
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
6
名
送
り
患
し
た
昨
シ
…
ズ
ン
を
L
園

　
る
快
挙
は
、
ま
さ
に
松
之
鋤
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
．
落
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

撃
麟

寧
期
会

闘金亀
轟

瞬鐘欝鞭驚噛鏑場
期目：平成裕奪2月6鷺～給βまで

会場＝北海遵趨綴帯

礁蒙暇聾欝

箋
継

　
　
灘
鴛

嶋爾．

松之蜘中掌校3黛

佐藤　翠選手
松之山中学校3無

村山　草太欝

安塚薦校松之由分校3犀

雷辺　雪絵欝

磁霧

蝉

i疑塚高校松之由分校3葎

樋口知香子選手

鹸
・
鰯
鰐
鰻
鯵
雛
弊
鯵
欝
籠
鹸
響
㎏
、
搬

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
、

　
点
　
　
よ
舞

一
、
甑
器
駄
藷
搬
懸
綴
耀

　
鰹
　
蕪
驚
賑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ゑ

　
｝
厩
蒲
わ
り
し
餅
の
警
溶
蕨
警
　
　
　
新
潟
・
涯
川
束
子

灘
繋
榊
鎌
響
論
繊
轄
粥

鞭
溝
雛
鍵
篇
辮
購

姦
騎
閣
窓
甕
箋
ず
藻
羅
灘
譲
覆
・
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
熱
．
憂
、
灘
．

欝
各
選
餐
の
特
選
句
　
　
　
　
　
婁

　
安
漂
葉
先
生
　
　
　
　
褻
鞍
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

講
袋
．
轟
．
灘
．
臓
灘
纏
．
灘

蒙
集
た
く
馨
し
も
譲
羅
霧
臨
埼
鑛
難

雛
馨
ぎ
雛
鞍
．
暢
．
灘
灘

翼
灘
欝購

鐵韓蕪灘纏

驚
懲

黎
子葉

安
子

灘
堂
綴
轡
一

ア3
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　　　　o　　ぐ酬o

，話趨》公
警畳飛儒、

　　　　　　　　　　　　　　　　　
待ちかねていたつきたてのオモチ

欝

　
新
年
2
β
（
金
）
、
薄
鷺
の
藻

す
ス
キ
…
場
ゲ
レ
ン
デ
に
は
、
配

月
濾
ま
り
に
来
た
家
族
連
れ
な
ど

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
．
お
昼
過
ぎ
、
ほ
ど
よ

く
蒸
し
上
が
っ
た
モ
チ
米
を
臼
に

移
す
頃
に
は
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
嚢

椿
の
離
に
は
た
く
さ
ん
の
入
填
が

で
き
、
飛
び
入
り
が
振
り
土
げ
る

杵
に
声
援
が
飛
び
交
い
ま
し
た
．

で
き
た
て
の
モ
チ
は
き
な
粉
や
館

モ
チ
に
な
り
、
瞬
く
間
に
お
な
か

へ
と
潴
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

松
之
由
集
落
盆
踊
り
保
存
会

　
　
絡
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
助
成
事
業
で
設
備
を
脚
新
！

　
盆
踊
り
な
ど
を
と
お
し
て
地
域
の
濡
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
松
之
山
集
落
の
「
盆
踊
り
保
存
会
」
で
は
、
蔦

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
に
よ
り
念
願
の
組
み

立
て
式
の
櫓
・
音
響
設
備
な
ど
を
一
新
し
、
美
月
王
撮

の
新
年
会
で
集
落
践
に
う
れ
し
い
お
披
露
目
を
行
い
ま

し
た
。
保
存
会
で
は
今
年
の
夏
が
さ
ぞ
か
し
待
ち
遠
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
事
業
は
地
域
や
集
落
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、

精
力
的
に
濡
勤
す
る
懸
捧
に
対
し
て
宝
く
じ
の
収
益
金

か
ら
助
成
さ
れ
る
も
の
で
、
町
内
で
も
多
く
の
欄
体
が

漬
動
を
認
め
ら
れ
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
こ

の
事
業
の
助
成
を
受
け
た
懸
体
は
、
神
楽
を
伝
承
し
な

が
ら
秋
祭
り
舞
台
で
地
域
濡
牲
化
に
取
り
総
ん
で
い
る
、

藤
禽
の
「
藤
猴
会
“
に
続
く
2
件
目
と
な
り
ま
す
。

灘琴灘　灘　　　紹　灘　轍誠謡
8事業内容　　鋤成決定額12，500率円
　　　　　補動対象こ轡響設備一式　絹立式櫓
　　　　　　　　　　チント雁毒長り　糸i白幕2枚

驚翻体が繋遊びや雪麟文艦を体験
餐罐》繊馨塗霧を灘

唾月23日（金）～24日（土）

　嚢のない台湾から、小学生から大人までの25名が松之出にやっ

てきました．松之由で4懸の公演をやった甑館を本拠地とする

太鼓楽聞！ひのき麗．1が台湾公演をしたことが縁で来鷺が爽現

したものです。麟内移動は出村留学松之数し1学網が受け持ち、成

躍から露館に1審って松之由1こ入るという大変な長旅を経ての来

時となりました．・・贋は浦田小学校で露遊びを楽しんだ後松漿

小学校で太鼓交流を行い、夜には町内の親苧との台湾式お斑縁

で交流を深めました．台湾では殆ど蛍は際らないとσ）毒で、吹

露の中でもなんのその、驚の感触を存分に楽しんでいました。

蓬月22臼（木）～23田（金）

　埼玉県糠須衛の大桑小学校4年生の矯／名が、昨年に続き轟

冬の松之山にやってきました。ちょうど寒波の真っ鍛中に当た

りましたが、子供達にとっては絶好の天気だったでしょう．初

1ヨは潟泉スキ…場でそりやかんじき遊びにさいの神を楽しみ、

翌1ヨは吹欝の中での懸上灘体験乗車や除雪機械の見学などなど、

談さに警づくしの松之山．．コ涯薦絹でした。家た遊びに来てください。

ぎ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ　　　　　　　　　　　　　　　　／薫

鱗灘熾場聡
二成16隼2月3ヨ～6田まで

1潟漿妙高高原町

難、雛藩難
　　　　　　　　　　　　ぐ騨　にを厳

轟耀離欝童驚

松
之
山
か
ら
全
国
へ
　
　
。

金
寧
・
イ
ン
ダ
慧
《
イ
鵜
纏
名
鐵
場

　
　
今
シ
ー
ズ
ン
も
厳
し
い
地
区
予
選
・
県
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
8
名
が
み
ご
と

　
全
園
大
会
磁
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
6
名
送
り
患
し
た
昨
シ
…
ズ
ン
を
L
園

　
る
快
挙
は
、
ま
さ
に
松
之
鋤
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
．
落
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

撃
麟

寧
期
会

闘金亀
轟

瞬鐘欝鞭驚噛鏑場
期目：平成裕奪2月6鷺～給βまで

会場＝北海遵趨綴帯

礁蒙暇聾欝

箋
継

　
　
灘
鴛

嶋爾．

松之蜘中掌校3黛

佐藤　翠選手
松之山中学校3無

村山　草太欝

安塚薦校松之由分校3犀

雷辺　雪絵欝

磁霧

蝉

i疑塚高校松之由分校3葎

樋口知香子選手

鹸
・
鰯
鰐
鰻
鯵
雛
弊
鯵
欝
籠
鹸
響
㎏
、
搬

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
、

　
点
　
　
よ
舞

一
、
甑
器
駄
藷
搬
懸
綴
耀

　
鰹
　
蕪
驚
賑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ゑ

　
｝
厩
蒲
わ
り
し
餅
の
警
溶
蕨
警
　
　
　
新
潟
・
涯
川
束
子

灘
繋
榊
鎌
響
論
繊
轄
粥

鞭
溝
雛
鍵
篇
辮
購

姦
騎
閣
窓
甕
箋
ず
藻
羅
灘
譲
覆
・
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
熱
．
憂
、
灘
．

欝
各
選
餐
の
特
選
句
　
　
　
　
　
婁

　
安
漂
葉
先
生
　
　
　
　
褻
鞍
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

講
袋
．
轟
．
灘
．
臓
灘
纏
．
灘

蒙
集
た
く
馨
し
も
譲
羅
霧
臨
埼
鑛
難

雛
馨
ぎ
雛
鞍
．
暢
．
灘
灘

翼
灘
欝購

鐵韓蕪灘纏

驚
懲

黎
子葉

安
子

灘
堂
綴
轡
一
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　現在雇罵保険失業給付の認定申管書を役場の窓口で

受理していますが、この鰯度が平成16年3月宋鷺をもっ

て廃止となります。

　4月からは、ギハロー一ワーク安塚凄での手続きとな

りますのでよろしくお願いします，ご不明の点は電話

等でお羅ねください。

　灘問い合わせ1ハロー一ワーク安塚

　　　　　　　　TEL　O25－592－2（）39

　新潟県高齢蕎大学

挙整1嚢i塞囎低賃金
謙蘇響灘ツク1

働くルールの最
　
明
る
樋
来
來
に
講
か
っ
て
毯
々
な
こ
と
に
興
味

を
持
ち
、
意
欲
的
に
参
掬
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

◆
3
つ
の
講
座
を
絹
慧
じ
て
あ
砂
ま
す

①
教
養
講
鰹
穿
舘
翻
）
6
月
～
｝
0
月
、
2
力
奪

　
で
延
べ
鱒
β
聞
に
董
穆
、
健
康
・
盤
巻
幣
斐
・

　
仲
問
づ
く
り
を
縢
心
礁
、
地
械
福
祉
活
動
へ
の

　
穣
極
駒
嶽
参
撫
簿
法
匿
つ
鱒
て
業
響
誘
る
。

②
橿
鮭
濃
ラ
ン
テ
ィ
窯
講
慶
　
6
月
～
9
月
に
か

　
け
｛
の
麹
周
間
鞭
、
橿
雛
溝
ラ
ン
溌
イ
ア
の
活

　
動
匿
つ
嶺
て
幡
嵐
く
学
蟹
婁
る
．

③
パ
ソ
凝
ン
講
震
　
7
月
～
8
月
に
か
け
て
の
薫
0

　
鍛
間
で
、
は
が
き
や
案
内
書
な
酸
の
維
成
劣
法
、

　
イ
ン
タ
蓄
ネ
ッ
ト
体
験
ま
で
学
翌
す
る
。

新潟県の産業別最低賃金が決まりました。

　新潟県の事業場で働く全ての労働潔に適朋される新潟

県最低賃金が、平成15年9月30臼より時間額641円に決まっ

た事は広報1i月弩でお鋤らせしました。今翻は特殊な産

業のみに適馬されるギ産業別最低賃金」をお知らせします。

◆受講会場は上越窃内です

◆資格は、県内往住で地域活動に関心のある概ね

　60歳以上の方

◆申込鰯限は4月158（木）です

◆群しい内容や申し込みなどの問い合わせは
　町社1会橘祉脇議会（保健センター内〉

　Tεし596－3705まで

　　　　纐麟蓄壌i縫めの

紹クッキングヒーター講欝禽

　火を使わない電磁調理器のじょうずな

使い方、優利な磯能についての講習会です。

◆∈3　隠　3局鷺05（水）

　　　　　午喜郵0聴30分～午後唾聴

◆会　甥　頭北電力㈱十8窃営業勝

　　　　　クッキングスタジオ「えぷろん達

◆参か§費　500円
◆申し込み・悶い合わせ先

　3月3∈3までに飼鴬業醗お塞様センター一へ

　懲0257－52－3窪07r

讐
灘
、
嚢

黙

遷

よ
越
地
域
の
金
薬
鱒

　
　
　
就
職
し
謙
せ
ん
か
？

　
※
春
、
大
学
・
蟻
大
・
専
門
学
校
を
礁
業
し
、
上
越

地
域
の
企
業
に
就
職
を
希
望
す
る
学
生
の
皆
様
を
対
激

と
し
た
就
職
ゼ
ミ
ナ
！
ル
を
、
2
部
捌
に
ょ
り
闘
催
し

ま
す
。
地
元
優
良
企
業
が
多
数
参
触
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
（
眸
年
は
24
企
叢
）

　
参
撫
ご
希
望
の
方
に
は
「
参
撫
ご
案
内
パ
ン
フ
」
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
お
問
い
金
わ
せ
く
だ
さ
い
。

籔
日
時
　
軍
成
1
6
隼
4
月
2
3
獄
（
金
）

　
　
　
鱒
鯵
～
魏
鱒
30
分
第
1
部
（
大
嚇
・
大
掌
院
楽
欝
療
麿
）

　
　
　
欝
縛
3
0
分
～
m
晦
0
0
分
第
2
部
ハ
短
大
・
専
鰺
榔
対
激
鞍
｝

嬢
会
場
　
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
イ
カ
ヤ

　
　
　
上
越
市
中
央
工
－
2
－
7
（
薩
江
津
駅
繭
）

　
　
　
丁
鷺
L
O
2
5
－
5
4
5
，
3
1
1
1

簾
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
上
越
繭
工
会
謙
所
　
総
務
繰
（
撫
憲
け
吉
脂
、
大
滝
家
で
〉

　
　
　
T
£
L
O
2
5
－
5
2
5
，
1
圭
8
5

　
　
　
F
A
X
O
2
5
－
5
2
2
，
0
王
7
玉

　
　
　
満
蹟
⇒
鋤
鵠
（
）
葺
包
島
㊥
噺
O
Φ
統
鐸
桝
餐
転
賢

ぎ4

電気機械器異、情報通儀機械器具、

電子部品・デバイス製造業

鋳間額740思（平成郷鏑2薄25臼より）

各種商品小売業

時閣額704門　（平成濯5三琴12月3墨段より）

良動輩（新毒）、自動車部分品・附属晶小売業

時閣額737鍔（平成得奪捻月1唄より）

鷺なおこの場奮でも、年齢や実際に携わる俸業種により、

　一般巖儀賃金（蒔間割641円〉が適期される事があり

　ます。詳しくは十艮時労働基準監督署までお問い合わ

　せください。TELO257－52－2079

難

暴簿験勢縢灘儲曜趣辮紬舜磁潜磁轡幽趨戯鱒奪窃命瑠勢聡碍解姦瑠薄鰹磁嶺砂趣聲繰櫛働勘蕨螂磁轡趣癖破魯瀞曙験癬動総櫛轡

翻
縮
罫
墜

　
新
潟
県
高
齢
奢
総
合
相
談
セ

ン
タ
峯
で
は
、
中
葛
年
の
方
に

役
立
つ
色
々
な
惰
報
を
テ
レ
ホ

ン
サ
歪
ビ
ス
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
．
鍛
時
問
い
つ
で
も
O

K
で
す
。
2
月
3
月
の
放
送
予

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
2
月
⑱
日
～
3
月
3
田

　
「
ボ
ケ
を
紡
ぐ
生
活
橘

◆
3
月
4
臼
～
3
月
⑱
β

　
「
介
護
に
疲
れ
た
あ
な
た
会

◆
3
月
稽
臼
～
3
月
鎖
臼

　
「
蕩
齢
者
鮒
象
の
イ
ベ
ン
ト
に

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
｝

霧
　
p
　
　
ー
　
ー
　
ミ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
第
葬
鐵
鐘
跡
発
掘

　
調
蓋
報
欝
金
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
ぎ
を
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
も
、

　
今
年
度
調
奮
を
行
っ
た
県
内

6
遺
跡
に
つ
い
て
、
そ
の
調
糞

成
果
を
い
ち
皐
く
県
罠
の
方
々

に
ご
報
儀
し
ま
す
。

饗
臼
蒔

　
平
成
驚
年
3
層
7
臼
（
8
）

　
午
前
憩
時
～
午
後
3
蒔
2
0
分

　
※
遺
産
展
承
は
9
時
3
0
分
～

　
2
時
妬
分
ま
で

鷹
会
場

　
リ
…
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

（
上
越
寮
下
隅
繭
4
4
6
－
2
）

　
倣
0
2
5
－
5
4
4
－
2
1
2
2

獺
叢
催

　
（
財
）
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調

萱
事
業
懸
飽

ロ
事
莇
串
し
込
み
不
要

　
参
触
費
無
料

顎
　
　
　
　
悉
　
ξ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
嬢
顛
械
榔
藏
締
愈
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
綜
縫
蟻
欝
蓬
の
お
寒
触
鷲
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
ζ
，
孕

　
ご
利
備
の
際
は
、
電
議
で
ご

確
認
の
上
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

雛
2
月
垢
揖
（
臼
）

　
県
立
松
代
病
院

黎
0
2
5
－
5
9
7
－
2
1
0
0

ロ
3
月
7
臼
（
β
V

　
松
之
山
診
療
所

　
僧
0
2
5
－
5
9
6
－
2
2
4
0

災霧擬済纏愈欝驚縄で運営す萎
　劾縛禽いの灘度です、

蝿
囎

轟藝錘鶴鐙融蕊
　　　縄墜描輔鰻讐轡警欝舗鴛欝懸鰹弼奨齢、．、

　　　　　　　聡漁ぬ曲竃桝軽で蓬質笠蚤
　　　　　　　縣潟餓嚢遜災欝姦潰

引人鯛趣鯛渤
　ご家族どなたでも船入できます。

瓢共済金は、入通院の実a数が
　7臼以上から支払われまず。

　交通事敏による被災春を、住鍵
岡士の助け舎いで帽互救済するた

めの謝度として、新潟墨では昭瀦
畦5葎から始まりました。蚤町でも

無闘4～5名の方に数済金をお支
払いしています。自転車から撫まで、

万…交通箏故に遭われたときはお
氣軽にご相談ください．

湘入者募集から串講まで

闘い合わせは：役場総務諜行政係　中島まで

串蕊縫臨蟹

鰯嗜髄各襲鯵験
竿郵穿

しめ駅ず謬

スノーシュ・

傭験に加え、

弓目より

が

鐙

　キ鰹ロ質の現往の企餓展示「森の水族館までは松之由の水辺

の生き物50種を展承串です。それに松之由の生活“文化の味を

トッピングさせたいのですが、皆様のお家で著使っていた漁異

（カンテラ、ヤスなど〉がありましたら是雰ともキョロロに貸

してください！（もちろん、その際の入館料はかかりません〉。

越後松之山r森の学校」キ簑日葭事務局　藁頸城郡松之山購大字松口君2－2丁旺025－595－831隆FAX　G25－595－8320
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A騨o畿納鱒羅験麹蝶趨雅聾群濁奪嬢彊骸瀞奪簿破囎憾鱒碑辱

　現在雇罵保険失業給付の認定申管書を役場の窓口で

受理していますが、この鰯度が平成16年3月宋鷺をもっ

て廃止となります。

　4月からは、ギハロー一ワーク安塚凄での手続きとな

りますのでよろしくお願いします，ご不明の点は電話

等でお羅ねください。

　灘問い合わせ1ハロー一ワーク安塚

　　　　　　　　TEL　O25－592－2（）39

　新潟県高齢蕎大学

挙整1嚢i塞囎低賃金
謙蘇響灘ツク1

働くルールの最
　
明
る
樋
来
來
に
講
か
っ
て
毯
々
な
こ
と
に
興
味

を
持
ち
、
意
欲
的
に
参
掬
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

◆
3
つ
の
講
座
を
絹
慧
じ
て
あ
砂
ま
す

①
教
養
講
鰹
穿
舘
翻
）
6
月
～
｝
0
月
、
2
力
奪

　
で
延
べ
鱒
β
聞
に
董
穆
、
健
康
・
盤
巻
幣
斐
・

　
仲
問
づ
く
り
を
縢
心
礁
、
地
械
福
祉
活
動
へ
の

　
穣
極
駒
嶽
参
撫
簿
法
匿
つ
鱒
て
業
響
誘
る
。

②
橿
鮭
濃
ラ
ン
テ
ィ
窯
講
慶
　
6
月
～
9
月
に
か

　
け
｛
の
麹
周
間
鞭
、
橿
雛
溝
ラ
ン
溌
イ
ア
の
活

　
動
匿
つ
嶺
て
幡
嵐
く
学
蟹
婁
る
．

③
パ
ソ
凝
ン
講
震
　
7
月
～
8
月
に
か
け
て
の
薫
0

　
鍛
間
で
、
は
が
き
や
案
内
書
な
酸
の
維
成
劣
法
、

　
イ
ン
タ
蓄
ネ
ッ
ト
体
験
ま
で
学
翌
す
る
。

新潟県の産業別最低賃金が決まりました。

　新潟県の事業場で働く全ての労働潔に適朋される新潟

県最低賃金が、平成15年9月30臼より時間額641円に決まっ

た事は広報1i月弩でお鋤らせしました。今翻は特殊な産

業のみに適馬されるギ産業別最低賃金」をお知らせします。

◆受講会場は上越窃内です

◆資格は、県内往住で地域活動に関心のある概ね

　60歳以上の方

◆申込鰯限は4月158（木）です

◆群しい内容や申し込みなどの問い合わせは
　町社1会橘祉脇議会（保健センター内〉

　Tεし596－3705まで

　　　　纐麟蓄壌i縫めの

紹クッキングヒーター講欝禽

　火を使わない電磁調理器のじょうずな

使い方、優利な磯能についての講習会です。

◆∈3　隠　3局鷺05（水）

　　　　　午喜郵0聴30分～午後唾聴

◆会　甥　頭北電力㈱十8窃営業勝

　　　　　クッキングスタジオ「えぷろん達

◆参か§費　500円
◆申し込み・悶い合わせ先

　3月3∈3までに飼鴬業醗お塞様センター一へ

　懲0257－52－3窪07r

讐
灘
、
嚢

黙

遷

よ
越
地
域
の
金
薬
鱒

　
　
　
就
職
し
謙
せ
ん
か
？

　
※
春
、
大
学
・
蟻
大
・
専
門
学
校
を
礁
業
し
、
上
越

地
域
の
企
業
に
就
職
を
希
望
す
る
学
生
の
皆
様
を
対
激

と
し
た
就
職
ゼ
ミ
ナ
！
ル
を
、
2
部
捌
に
ょ
り
闘
催
し

ま
す
。
地
元
優
良
企
業
が
多
数
参
触
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
（
眸
年
は
24
企
叢
）

　
参
撫
ご
希
望
の
方
に
は
「
参
撫
ご
案
内
パ
ン
フ
」
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
お
問
い
金
わ
せ
く
だ
さ
い
。

籔
日
時
　
軍
成
1
6
隼
4
月
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獄
（
金
）
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鯵
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魏
鱒
30
分
第
1
部
（
大
嚇
・
大
掌
院
楽
欝
療
麿
）

　
　
　
欝
縛
3
0
分
～
m
晦
0
0
分
第
2
部
ハ
短
大
・
専
鰺
榔
対
激
鞍
｝

嬢
会
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ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
イ
カ
ヤ

　
　
　
上
越
市
中
央
工
－
2
－
7
（
薩
江
津
駅
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丁
鷺
L
O
2
5
－
5
4
5
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3
1
1
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簾
問
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合
わ
せ
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上
越
繭
工
会
謙
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総
務
繰
（
撫
憲
け
吉
脂
、
大
滝
家
で
〉

　
　
　
T
£
L
O
2
5
－
5
2
5
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1
圭
8
5

　
　
　
F
A
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O
2
5
－
5
2
2
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0
王
7
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満
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⇒
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鵠
（
）
葺
包
島
㊥
噺
O
Φ
統
鐸
桝
餐
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賢

ぎ4

電気機械器異、情報通儀機械器具、

電子部品・デバイス製造業

鋳間額740思（平成郷鏑2薄25臼より）

各種商品小売業

時閣額704門　（平成濯5三琴12月3墨段より）

良動輩（新毒）、自動車部分品・附属晶小売業

時閣額737鍔（平成得奪捻月1唄より）

鷺なおこの場奮でも、年齢や実際に携わる俸業種により、

　一般巖儀賃金（蒔間割641円〉が適期される事があり

　ます。詳しくは十艮時労働基準監督署までお問い合わ

　せください。TELO257－52－2079

難
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翻
縮
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新
潟
県
高
齢
奢
総
合
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談
セ

ン
タ
峯
で
は
、
中
葛
年
の
方
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役
立
つ
色
々
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惰
報
を
テ
レ
ホ

ン
サ
歪
ビ
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で
お
知
ら
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し
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い
ま
す
．
鍛
時
問
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も
O

K
で
す
。
2
月
3
月
の
放
送
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定
は
次
の
と
お
り
で
す
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月
⑱
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紡
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生
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◆
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月
4
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月
⑱
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「
介
護
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れ
た
あ
な
た
会

◆
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月
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3
月
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蕩
齢
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鮒
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イ
ベ
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ま
せ
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；
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蒔
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ご
利
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の
際
は
、
電
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で
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確
認
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上
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か
け
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だ
さ
い
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4
0

災霧擬済纏愈欝驚縄で運営す萎
　劾縛禽いの灘度です、

蝿
囎

轟藝錘鶴鐙融蕊
　　　縄墜描輔鰻讐轡警欝舗鴛欝懸鰹弼奨齢、．、

　　　　　　　聡漁ぬ曲竃桝軽で蓬質笠蚤
　　　　　　　縣潟餓嚢遜災欝姦潰

引人鯛趣鯛渤
　ご家族どなたでも船入できます。

瓢共済金は、入通院の実a数が
　7臼以上から支払われまず。

　交通事敏による被災春を、住鍵
岡士の助け舎いで帽互救済するた

めの謝度として、新潟墨では昭瀦
畦5葎から始まりました。蚤町でも

無闘4～5名の方に数済金をお支
払いしています。自転車から撫まで、

万…交通箏故に遭われたときはお
氣軽にご相談ください．

湘入者募集から串講まで

闘い合わせは：役場総務諜行政係　中島まで

串蕊縫臨蟹

鰯嗜髄各襲鯵験
竿郵穿

しめ駅ず謬

スノーシュ・

傭験に加え、

弓目より

が

鐙

　キ鰹ロ質の現往の企餓展示「森の水族館までは松之由の水辺

の生き物50種を展承串です。それに松之由の生活“文化の味を

トッピングさせたいのですが、皆様のお家で著使っていた漁異

（カンテラ、ヤスなど〉がありましたら是雰ともキョロロに貸

してください！（もちろん、その際の入館料はかかりません〉。

越後松之山r森の学校」キ簑日葭事務局　藁頸城郡松之山購大字松口君2－2丁旺025－595－831隆FAX　G25－595－8320
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【
ニ
ュ
竃
ス
ぷ
事
ツ
】

　
糸
魚
揖
で
生
ま
れ
た
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
「
ス
ポ
レ
ッ
ク
』
。
今
、

全
圏
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
．

テ
ニ
ス
よ
り
か
ん
た
ん
な
ス
ポ
レ

ッ
ク
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
田
3
月
1
3
臼
（
土
）

▼
時
間
　
午
後
王
蒋
3
0
分
～

▼
場
所
　
町
罠
体
欝
館

▼
講
師
　
糸
魚
擁
体
育
協
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん

・女牲ネツトワーク醗修蕪一

騰
チ
ャ
レ
ン
ジ

繍
　
潟
鶏
っ
挙
ク
讐
ブ

【
あ
ん
ぼ
作
り
一

　
郷
出
料
理
「
あ
ん
ぼ
」
を
作
り

ま
す
．
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
か
ら
教

わ
っ
て
、
お
い
し
い
あ
ん
ぼ
を
み

ん
な
で
食
べ
よ
う
。

▼
期
β
　
2
月
M
揖
（
土
）

▼
時
間
　
午
後
棄
時
30
分
～

▼
場
筋
　
保
健
セ
ン
タ
…
調
理
室

▼
講
緬
　
相
繊
ギ
ン
さ
ん

　
　
　
　
腐
澤
　
騨
さ
ん

綴期　　8／2月288（血）

螢隠　　間／午ぞ餐4縫多30分～

8場　勝／上越文化会館

男女薬岡参爾碕修会が
開催されます。

籏講　　麟／宝井　琴桜（講談麟）

　　　　～講談：山下さんちの物語も演じ蓉す～

瓢磯し込み／麟公展露へ2月238（月〉葎でに

　　　　ご連絡くだ～さい、　τεし596－2265

鶴壷蕩影観塑麟麗犠藁鐙趨磯幽嚇鯵参嚢鯉奄艦爽象擁擁魏編

茨気が泉すぎたせいか参撫渚は少なかったで　　新年の思いを筆に込めた力作が会場いっぱいに展示
すが、楽しいひとときを過ごしたかるた大会。　され、たくさんの方からおいで恥ただきました・

写
真
は
い
ず
れ
も

璽
月
鴇
β
（
β
）
撮
影

瓢・

　　薬　　　　　薫惹の集結婚拶誌驚婿糞投嫉るだろうね？し瀞窪嶽慧の球i汰式の鍛餐。蔵戴獲癒るのが

　　　　　叛毯登る3纈懸経験饗、男溝結婚すると一…羨灘の盤置からま薙驚徴のレ繍鎌麟落謬る

　　、慧灘う藷・蝿鰍しで懸わ嚇嚇一燃

　　諜潔欝麹錨総の鐵認欝灘灘職雛慧灘
懸潅灘．舗、蒲よかったの垂まね、園階様灘③羅職欝膿講．綴

謹
，
お鶏灘難躍悲難饗灘馨灘製嚢毬雛羅灘馨欝灘灘叢

叢祭擢轍鯉
1鍵、，蘂欝灘灘欝醐の皆様嚇巻髄麟　灘
滋　』　　　　　　　　　　　『　　　　　　　蟹馨馨麟鵜鵬2切’蛎縫

　　・繍

　一鯛の鱒鈎蒸疹樋松選麟の葬婿授菱灘謹麟灘祭嬢が訪っ燧滋皆が献う鼓が3驚恥る薮

懇溺溺、僕建毒励葱素購鑛籔く珍楼麟楼験蓬翁驚。灘懸投磯るのが一般駒凝i発事癒濠老

濾灘思濁が顯1婚の難婿遽i投ぽる懸1麟癖癒i聚團葱漁る漢藝懇遊毬濾。ふぶぶ。

僕1灘総諺譲鎌の盤活が援誘懸る瀞懸鏑鍛滋，

　懸懸、嶽薦露縫謡懸ぽ、あの漢勇癒視いぽ晃たこと隷縢翫。蕊疹しで輿冬隆叛i蓬i登縫シ

17

覇籔灘笏獲翼霧攣
贈脳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・爵．究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　鰍

　　　　灘　、縦搬　纈響　灘i蕪難灘灘
ザ　撤之曇蓑葦欝ぎα肱酬以R

欝

1倒） 16㈹
2㈹ 17㈱
3㈱ 18㈲醗
4㈱ 19㈹ 安塚高校松之山分校終業式

5㈹ 安塚高校松之由分校卒業式 20qゆ
春分のβ
サロモン＆テーラーメイドNSTJrアルペン大会

6Gゆ獺 21（旧〉 松之由温泉スキー場スキーカーニバル
フェニックスアルペン大会　スキー子供の籟（小撃生以下リフト無料〉

7（旧）
スキーバッヂテスト 22儒〉

8㈱ 松之山中学校卒叢式 23㈹ 跡内小中学校終業式

9㈹ 松之山臨議会3月定例会 24㈱麟 購内小学校卒業式

10㈱
松之山時議会3月定倒会
公立高校一般入試

25（蔚

11㈱ 松之由瞬議会3月定例会 26（金

12㈹1大疑松之出購議会3月定例会 27㈹
13db 28（日）

14（日〉 29傷） 献　ぬ（役場会場で隼前中）

15帽〉 30㈹鎌喫

31㈱
酬’P’甘灘』”購灘占一撫㌔’ …欝灘韻纒・灘『》灘滞蝋欝敷盤灘講簸轍諺繋難罐盤鰯難鱗難一灘嚢灘灘鵜灘鞭き癬　灘鰯i瀧　震　　　欝　　　購轍　甕華難購
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　　各地で雪上運動会が行われます。
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　松墨地嬢／2月28賃（土〉　松之山温泉スキー場

　松之山小学校区／2月299（鋤　松之山小学校
　浦穣地区／2月29臼（段）　北浦顧スキー場

　下布用地区／3月褐臼（田〉予定

　　　　　　　上布翅コミュニティーセンター

　　　諜骸翻嚢藤繕鷺璽鱒催i蒙薦巻護覧嚢羅嚢麟

騨蟻

辮轍灘灘灘綴鰯
　　　松之山温泉スキー場
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　（天承越・松浦麗〉

おくやみ（死亡）

商橋ツルさん　104歳　天水島く茜）
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